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会 計 報 告 , 総会 及び 講演 会 に つい て , 投稿 規定 . 


東北 大 学 理学 部 岩石 硫 物 硫 床 学 教室 内 
BAR a BA ORS SE 


会 報 


昭和 30 年 度 会 計 報 告 昭和 30 年 度 本 会 々 計 を 次 の 通り 報告 し ます 。 

収入 の 部 支出 の 部 
& Bow A 330,347 HOO 340,498 
HEIN Ie : 
yA Ree BE) | 498 a ey 

通信 郵送 紅 43,277 
文部 省 研 究 成果 = ay 
Aiba | 70,000 事務 雑費 11,455 
UAE Se RE he 54,785 Yi (eee) 64,883 
460, 1136] 460, 1135 


RE SARVERYASESUURBRAICOUT 
期日 昭和 31 年 10 月 5 日 ( 金 ) ~ 8 日 (月 ) 
場所 東北 大 学 理 学部 
共催 日 本 鉱物 学会 日 本 鉱山 地質 学会 
1 総会 及び 記念 講演 10 月 SH 午前 9 時 半 よ り 総 会 , 引続き 記念 講演 
2 学術 講演 会 10 月 5 日 (午後 1 時 ょ より) と 10 月 6 日 (午前 9 時 より ) 
378 親 会 10 月 5 日 午後 6 時 より , BRIA 400 円 
4 見 学 族 行 108 78 ~8 日 ; 
ABE 福島 県 川俣 水上 晶 山 ベ グ マタ イト (20%) (RAB: 大 森 啓一 ) 費用 800 円 


(現地 解散 ) 
PRE 宮城 県 大 谷 鉱山 及び 岩手 県 毅 井 鉄山 (15 名 ) (RAS: HARE) 費用 8009 
(現地 解散 ) 


CBE 鳴子 火山 及び 堀内 油田 (20 名 ) (RAB: 八木 健三 , DARE) 

費用 800 円 ~1000 円 (現地 解散 ) 

5 宿舎 (仙人 台 市 内 ) 
イ 旅館 宿泊 料 (1 泊 2 食 付 600 円 ) 
a 旅館 宿泊 料 (1 泊 2 食 付 500 円 ) 
へ ハ 非 現業 共済 組 会 ・ 容 風 荘 (1 泊 2 食 付 425 円 ) 


MMPs It 400 字 以内 の 講演 要旨 を つけ て 9 月 20 日 迄 に KAWAAIA FAVS 

プロ グラ ム it Ais 404 4 号 (9 月 初旬 発行 予定 ) と 同時 に お 送り し ます 。 
Ae, 見 学 旅行 , 宿舎 等 の 希望 者 は (希望 順位 を 付け て ) 本 誌 同封 の ハガキ を 用 い wn 
て 8 月 20 日 迄 に 御 申 込 下 さい 。 ' 
Fst 


a a ei 2 


BOSB3IF FAR YM KS SHE 1956 年 6 有 1E 


ee eo 
研究 論 文 
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aE RR Ow 8 tt BD HF (I) 
一 新庄 盆地 北 線 部 真宏 川 地 域 —— 


Mechanical analysis of the sandstones of 
the Shinjo group. (III) 


(Mamurogawa area in the northern margin of the 
Shinjo basin.\ 


加 藤 #2 雄 (Iwao Kato)* 
by 部 正 宏 (Masahiro Abe)* 
1! 分 株 結果 


(1) Sampling 新庄 盆地 北 緑 部 の 真 詞 川 地区 に 於 て , 主として 新庄 層 群 中 に 発達 す 


る 砂岩 の 機械 的 分 析 を 前 回 り ,») と 同様 の 方 法 で 行 つ た 。 真 万 川町 か ら 東 北東 の 金山 町 た 豆 
る 一 帯 は 高位 段丘 面 *) の 発達 が 著しい が , この 平坦 面 〕 を 削 負 し て 真 密 川 及び 金山 川 に 注 


KES 2 つの 沢 に 沿い , か な り 連 続 的 な 赴 出 が み ら れ る の で , これ を この 地区 の 標 式 ヤー 


ト と し て 選び , 夫々 大 石川 ルー ト 及 び 板 橋 ル レー ト と 呼ん だ 。 

本 地区 で は 清水 層 の 上 部 及び 泉川 層 は 分 布 せ ず , 両 ヤ ー ト 共に 清水 層 の 中 ・ 下 部 か ら 略 

AHS EDC EMU (RAG) (CIO CAMP EBM LCS, HE Bits 
ら 上 部 より 清水 , 八 向 , IL SRY BRUENY FO) t LCOKA AIS ARE 
で ある 。 然るに その 層 相 及び 特に 層 厚 の 著しい 減少 の 点 で , 前 回 に 取扱 つた 西 縁 部 と は 宮 
著 な 変 移 を 示し , BARRE tL 7 REM LASNAZAT, 新庄 堆積 和 盆地 の 堆積 
過程 の 上 で 奥 味 ある 問題 が ある 。 こ の 点 に つい て は 別に 触れ る 事 と し て , BCELO29 
の ルー ト に つい て 今回 の 分 析 試 料 控 取 の た め に 作ら れ た 柱状 図 (原図 縮 尽 1/100) を 示す 
だ け に 上 正 め て お く (第 ! 図 )。 
大 石川 * 板橋 ルレ ー ト に 於 て 採取 し た 多数 の 試料 の 中 か ら , 柱状 図 に 示さ れ た 細分 単位 毎 の 
岩 征 層 厚 関係 を 療 慮 し て , 前 回 まで の 経験 上 夫々 40 個 の 試料 に つい て の 取扱 い が 実際 の 
差 察 に 当っ て の 適当 な 最小 限度 の sampling の 数 と し て 選定 され た 。 

(2) Grain size 各 試 料 の weight per cent か らち 系 積 曲線 を 対数 グラ フ 上 に 画 き , この 


* 東北 大 学 理学 部 岩 圧 教 室 
1) 加藤 毅雄 , 阿部 正宏 ; HGk, 39, 204~215, 1955., 40, 5~11, 1956. 
2) I. Kato, and M. Abe; Sci. Rep. Tohoku Univ. Ser. III, 5, 218\224, 1956. 
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図 か ら . medien diame- 
ter(Md) を 求め た 。 こ の 
median diameter の 各 
段階 に 於 ける 全 試 対 の 度 
数 に つい て 素 積 曲線 を 別 ・ 
に 作 つ た 。 ( 筑 2? 図 )。 図 
EVRA 2V— bE 
に 0.5mm 附近 に 変 移 点 
が 認め られ , 大 右 川 ルー 
ト で は 約 80%. 板橋 ル 
ー ト で は 「 約 606 が この 
変 移 点 よ り 細 灯 部 に 属し 
eee $72 6.3mm fA 
WE Crd BT E COR < AA 
PS ERE A SaD 6 NZ 
Wo 

分 析 値 を C(>28mesh), 
M (28~48mesh), F(< 
48mesh) 組成 比 を 以 て 
= fA CRD Ue 3 


: 図 の 如く で ある 。 大 石川 


V— } CHIE PRINCE 
FRANS 点 が 集中 し て 2 
type に RA Sh, his 
WV— } Cea PCr 
LIEROAM eA L, 2 
FEL Ck 3 type 12 区 分 
され る 。. こ の 各 type の 
桂 状 図 上 に 於 ける 垂直 的 
FAG & BNC RAS L CRRA 
L, 7#O parameter & 
CREAR AD CAFR Le 
(3) Quartile para- 
meter % U histo- 
gram か ら 算 出し た 
standard deviation 


と skewness 各 試 料 


の 粒度 別 の weight per cent か ら 画 いた 累積 曲線 か ら , 通常 の 方 法 で MA, Q, Q。 を 


求め , これ か ら coefficient of sorting (So) RU skewness (Sk) が 算出 され る が , 前 | 
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85 
2 | 回 まで に 述べ た 理由 に 
ny より , 計算 に は 手数 を 要 
する が , standard de- 
viation (Sd) 及び ske- 
” wness(Sk—7E 221s Affi) 
を 時 に HMI ES TR 
め た 。 前述 の CMF 組 成 
50 比 及 び これ ら の 総 て に 
40 Median duameter つい て RRA INIZ 柱状 図 
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20 2 


Cumulative percent of number 
of samples 


ay 上 の SEALE hat 
20 © Ohkawa route Vice 27 e® 
0 © Itabashi route WC RREBAR S BL 
0 C > 28 mesh し て 次 の 如く 区 分 する 
OE M 28 ~ 48 mesh ZEB HR tHe 
Fo < 48 mesh = UR EEARZE ASEM “BIS 
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大 石川 ルー ト } で は 下 
部 より Oa (1—8), Ob 
(8~22), Oc(23~31)% 
び Od(32~40) の 4 区 
分 が 可能 で ある 。 この 
中 試料 7 は Feil Hs 質 集 
Ge Lk AO FZ 
| go mS ビリ BRED 最上 部 の 
ig rere FED ERS HAY Lo こ 
れ は 2 ルー ト BHC CHB key bed と な る も の で ある が が , sampling OH CHS 
所 上 か ら も 一 応 不 連 続 的 で ある の で , 下位 の O02 KA FILES LARC Ob 区 分 か ら 


る 除外 し て お く 方 が 肛 当 で あぁ ろう (第 上 上 図 参照 )。 

板橋 ルー ト で は 中 間 部 の 角 出 が eae eR CBE SL, 一 連 の sampling が 困 杏 
で あぁ る ため, 15~17 の 3 個 の 試料 は 垂 直 的 区 分 か ら 保留 し , 夫々 その 下方 及び 上 方 の 画 
続 的 試料 に つい て 検討 し た 結果 , EF 2 区 分 Ib (19~40) 及び Ia(1~14) に 大 別 さ れ な た 。 
更に 夫々 を 細分 すれ ば , 下部 より Iaj(1~4), Ia2(5~14), Ib,(19~24), Ib,(25~31) 及 
び Ib。(32~40) の 5 細分 が 可能 で ある 。 この 中 試料 18 に つい て は 明か に その 上 位 の 地層 
ORE AEA kD Mm el CRIA SN AEA RKO RACH YI ZO, 上 記 と 
周 様 の 理由 で Ib, の 細分 単位 か ら 除 外し た 。 

(4) 分 株 結果 か ら 区 分 さ 泌 た 夫々 の 秘 相 の 比較 以上 の 各 ル ー ト 毎 に 夫々 区 分 され た 細 
分 単位 を 一 層 具 体 的 に 把握 する た め に , 夫々 の median diameter 及び sorting coeffici- 
ent DS RNR T SAN ORRKERRBRICED L THER Lo 

- a) median diameter (第 4 図 a) 大 石川 ルー ト で は 各区 分 単位 の 80% は 近似 し 
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た 曲線 を 示す が , 残り の 20% は 区 別 可 能 で ある 。 この 中 Oats HY WMERBO IX 
い smooth curve と し て 表わさ れる 。 Ob は その 80% が 最も 均質 な 砂 想 を 示し , 残り 


の 20%% は Oc と 共通 し た 性 質 を 有 有 し て いる 。 
板橋 レー ト で は 各 細 分 単位 の SOUL EAREIREC, 前 者 より 


SINC MIO AB D7s 


WHE CH So COP Oa 及び Ibe が 何れ も 70% 内 外 が 極め て 均質 な 粒度 を 示し て お り , 


し か も その 残り の 30% の 占め る 料 度 中 が 全く 相反 し て いる 点 で 注 


目 さ れる 。 この 事 は 前 


述 の 大 石川 ルー ト に 於 ける Ob と 共に , これ ら に 相当 する 岩 相 区 分 の 夫々 C 及び A, EX 
層 (後述 する 三 盛 麻 及 び 古 日 層 相 当 層 の 異 相 並 びに 八 向 層 ) の 特徴 と し て , 即 も 野外 に 於 


COPA (key facies) と し て 抽出 され る 点 で よく 特 合 する 。 
b) Coefficient of sorting (第 4 図 b) 大 石川 ルー ト で は O 


b, Oc, Od は 夫々 その 


75% は 近似 し た 曲線 を 示す が , 残り の 25% は 区 別 が 明か で 上 位 層 程 sorting 示 良 く な 
る 傾向 が ある 。O 〇 a は median diameter の 場合 と 同様 に 最も smooth curve ELCHE 
わ さ れ , 上 且つ 変異 市 が 小さ い が 他 に 比 し 却 つ て sorting は 全般 的 に 不良 で ある 。 ま な た Ob 
は Md, So 共に 80—70% 内 外 は 極め て 均質 で ある が , 残り の 20 一 30% は 何れ も 変異 


巾 が 大 きく 表わさ れる 点 で 特徴 的 な 砂 相 で ある 。 


板橋 ルー ト で は 前 者 より 避 か に 区 分 が 明暗 で , 且つ median diameter (CiL ZEYV YA 
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細分 の 区 別 が 更に 明か に 認め られ る 。 ま た Ia, Ib の 2 大 別 の 区 分 毎 に 夫々 上 部 に 向 つ て 
sorting が 悪く な る 傾向 が み ら とら れる 。 即ち も Ia,, Thy td 何れ る その 変異 市 が 少 い が , Ib, 
で は その 85% 内 外 が 最も sorting の 良い 秒 相 を RTM, 残り の 15% irs C any 
sorting の 不良 な 砂 相 を 含ん で いる 。 

c) Coefficient of correlation 」 大 石川 板橋 レート に つい て median diameter 
及び coefficient of sorting の 各々 に つい て の 比較 は 前 述 の 如く で ある が , CMW OA 
BEARERS SKY, 全 試 料 に つい て の scatter diagram を 作っ つた (第 5 図 )。 AFI 
ルー ト で は 前 回 まで の 他 地 区 に 比較 し て , この 相関 関係 が ょ く 表 われ て いる の に 反し て 。; 
板橋 ルー ト で は これ まで で 最も る 分散 し た 点 の 散布 を 示し て いる 。 相 近接 し た 2 つの ルー ト 
に 於 て も この 様 な 砂 想 の 対立 が み ら れ る こと は 注目 すべ き 事 で ある と 同時 に , 今回 まで に 
行 つた 他 地 区 の それ と 比較 し た 場合 , BBD L し て の 地域 変異 が この 相関 図 を 通 覧 し 
て る も 一 応 裏付け SNTEWDE BALI, 大 石川 ルー ト の 全 試 料 に つい て の HRB 
0.78 で , その 中 の 区 分 単位 の それ は Ob, Oc に 於 て 特に 数 値 が 大 で あぁ る 。 人 然るに 板橋 ルー 
ト で は La, Thy は 比較 的 大 きい 値 を 示す が , Ia。 及 び Ib。 は 夫々 0.06 及び 0.04 OBL 
く 小 ざい 値 を 示し , 上 且つ 中 間 の C 層 相当 層 部 分 の 試料 が 欠 除 し て いる た め , 全 試 料 の 代表 
値 は 求め られ ず 従 つて la 及び !b の 2 大 区 分 に つい て の 代表 値 は 夫々 0.12 及び 0.39 
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Coetticuent of sorting 


の 極め て 小さ い 値 を 示す 結果 と な つた 。 BAO ARICA SRR HB 2 CRT 
如く で あぁ る 。 その 地域 性 に 関す る 一 応 の 数 量 的 意味 づけ が や は りこ れ に よ ょ つて る も HAS 
= EMAAED E53 CAG, 
Il HRPRORS RUSHERS ¢ OBR 
第 ! 図 に 示し た 柱状 図 は 大 石川 ルー ト に つい て は 真室川 町 北東 方 の 川 , 内 部 落 か ら 奥 
DART OME FE CA BINS EI, 谷戸 銀山 の 下流 約 1.5km まで の 間 を 示し , 板 、 

橋 ル レート に つい て は 真室川 町 の 東北 東 の 平岡 より 約 0.5km 北方 か ら MSE LE CHR 
に 至 る 間 に つ いて 作成 し た も の で ある 。 新庄 層 群 の 標 式 地 で ある 西 線 部 と は , ZOBEBe 
岩 相 何れ も 著しい 変化 を 示し て お り , その 間 に 層 聞 異 常 的 並び に 少く と る 見 か は け 上 の 不 束 
合 的 現象 を 挟 在 し て 縁辺 堆積 相 を 示し て いる が , な お 上 過 つ 標 式 地 の 層 区 分 , 特に 東 縁 部 の 
ZINE Toa * 層 厚 の 集約 的 * MAMMA ENZO, 一 応 前 述 の よう な 対比 
を 行 つ た も の で ある 。 然し 年 ら , この 地区 が 新庄 層 群 傘 積 の 基盤 の 起伏 の 反映 並び に 玲 積 
過程 の 集約 的 変 移 を 鋭敏 に 提示 し て いる で あろ う 事 を 考慮 し て , 先 づ 桂 状 図 (第 1 図 ) に 
示し た よう に 各 ル ー ト 毎 に 下部 より . 人 A 人 ~ 下 層 と し な た 。 

B 層 最上 部 の 安山岩 質 eR, その KERB O RUM RZ granule 
conglomerate 並 に 人 A 層 の TiBUA MIS BRR etic, 2 ルー ト SMU CHAE key 
bed を な し て いる 。 こ の key bed (B 層 最上 部 ) は 北方 の 栗谷 附近 で -BRRLEBE 
に 北方 の 釜 淵 附近 か ら 塩 根 川 上 流 に 於 て 再び 現れ , この 附近 の 黒色 シル ト 岩 GR OER) 
の 最上 位 を 占め て いる 。 後者 (A 層 ) OWT OM EO BMERIEH ANTHYY ZO 


1) HEAL (EVO LvE) と 八 敷 代 川 と の 合流 点 附 近 か ら , 八 敷 代 橋 に か ふけ て 追跡 
され る 流 紋 岩 質 衣 灰 岩 と 同 層 準 と 考え られ る 。 こ れ は BHR et BORE 
シル ト 岩 相 と の 洒 移 部 の 1 つの 鍵 層 と な る も の で ある 。 
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て おち お 層 以下 が HOBBY 1} BBORML LTC その 同定 が ほ ば 確か め ら れ , その 下位 の 
AIRES } BBO RACY と る も 関連 し て , 新庄 委 地 構造 発達 の 経緯 上 極め て 
興味 ある 問題 を 提供 し て いる も の と 考え られ る が , これ に つい て は 別に 触れ る こと と し た 
い *)。 一 方 最上 位 の 下層 に つい て は , 板橋 レート で は 標 式 地 の 泉 川 層 下 位 に 発達 する 清 
水 層 の 北方 え の 廷 長 と し て ,. この 地区 に 分 布 す る る も の で , その 最 下 部 は 亜 炭 の 薄 層 を 僅か 
な が ら こ の 地区 に 於 て る も 挟 在 し て いる 。 そ の 基底 部 の 鍵 層 , K 世 』。 に つい て は 西 縁 の 標 式 地 
か ら 北 組 に 向 つ て は 未だ 確か め られ て は いな い 。 これら の 間 に 位 する で, 下層 は 夫々 標 地 
式 の 三 盛 ・ 八 向 の 両 層 の 特徴 的 な 秘 相 を 保有 し て いる 点 で 外観 上 か ら も 判別 され 易い が , 

両者 の 聞 に 上 下限 共に 傾斜 不 整 合 3) で 挟ま れ た DD 層 の 薄 層 は 一 応 鮭 川 層 の waypere 
FURL CB SRW 大 石川 ルー ト で は この 不 整 合 関係 の 直接 の 赴 頭 は みち られ な い が , 柱状 
BCR LEEK 必 層 の 挟 存 を 推定 し て 差 支 えな いも の と 考え る 。 


gH il Be 
2 | if 
Oishikawa rout : Cr=0.78(total) | Itabashi rout : i te 
Md=0.16~1.17(0.16~0.12)*, Md=0.06~1.70 
上 部 に 減 So=1.23~3.08(1.23~2.£2), 
Op S0=1.17~1.77, EIB Ib, 上 部 に 増 
> Sd=0.16~1.35(0. 74),** 上 部 に 減 Sd=0.71~1.63(0.92) 
Sk=—1.25~0.89 Sk=0.72~0.99, Cr=0.04 
Cr=0/52 
Md =0.28~2.80(0.28~0.47), 
Ma =0.17~1.30(0.17~0.37), 上 部 に 減 
上 部 に 減 | Ib, So=1.28~2.67(1.28~1.70), 7 
Oc 30=1-20~2.51(1.20~1.37), 7 Sd=0.89~1.50(0.61), iy 
Sd=0.61~1.56/(0.95), a Sk=0.75~1.19, Cr=0.79 
Sk=—0.98~0.88 i - : a 
Gr=0.92 Md=0.16~1.17(0.16~0.31), 
=r ae ee 上 部 に 減 
Md=0.12~1.20(0.12~0 eh lip, Se=1.28~1.97, babi 
上 部 に 減 1 Sd=0.89~1.52(0.63), 上 部 に 減 
Ob S09=1.18~3.33(1.15~1.48), » Sk=--0.70~0.98, 大 部 分 正 値 , 
Sd=0.57~1.84(0.27), " | Cr=0.70 
Sk=—1.11~0.92, 殆 ん ど 負 値 
Cr=0.89 Md=0.16~2.45(0.1€~0.67) 
ia, S0=1.56~2.80(1.56~2.23) 
Md=0.10-~0 pee 10~0.30) “2 Sd=1.07~1.91 (0.84) 
So=1.36~2.03 | Sk= 15~1.29, Cr=0.06 
Oa cd=0.78~1.58(0.80) EN Ta = es 
Sk=—0.88~0.71 Md=0. Q1~1. 23(0. 21~0. 27) 
€r=0.76 lia, S0=1.62~2.51 
ar | I Sd = 1.27~1.58(0.31) 
括 拡 内 は 一 般 値 ’ Sk= -0.92~0.82, Cr=0.84 
*= FEM Aix difference eee, ae ern Eb 


1) KAJ V—} ORS OEWIATE CAA hn <, HiME OAL VOR EBS 
Bec LO CRAM, その 問 に 僅か に 硬質 シル ト 岩 30m AY ERAT Si F 79 
2) この 地域 の 油 母 岩 相 及び その 層 変 化 に つい て の 岩 相 解析 に つい て は , 別に 物理 
化学 的 な 取扱 い 方 を 試み て お り , 追 て 報告 する 予定 で ある 。 
3) 極め て 低 角度 の 祭 交 で , 一 種 の 禁 需 現象 と みち られ る 。 
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WRESHR) Obie, この ルー ト の lay BREW Y 多少 の 磁 の 発達 に よる 層間 異常 
が み ら れ , 両 レ ー ト の 間 に は 既に 僅か で は ある が 一種 の “位相 の ずれ BRENT 
る も の と 解す る こと が 出来 よう 。 

大 石川 ルー ト で は HE CREA CHO C 層 (三成 岩 相 ) の 区 分 が 可能 で ある が , これ 
より 上 位 で は 両者 は 必ず し も 一 致し な い 。 こ の 中 D 層 に つい て は 上 下限 の 欠 除 か ら 来 る 
sampling の 数 の 不足 と 関連 し て , 強い て 分 株 結果 の みか ら は 区 分 出来 な い 。 ま た Oce 
Od 境界 は 層 中 の 頭 著 な 斜 交 層 理 粗 炒 砂岩 の 部 分 に 相当 し て いる 。 野 外 で は 八 向 砂岩 相 
の 最も 特徴 的 な 赤 福 色 斜 層 理 石英 質 粗 粒 砂 岩 で ある と 云 う 点 で 容易 に 編 め られ る 認識 単 
「 位 の 中 で も , この 様 に その 中 の cyclic な 変 移 夫 より 具体 的 に 抽出 され た 事 で , SHOR 
作 の 効果 の 1 つと し て 注目 され な た 。 , 

分 析 結 果 か ら 得 た 区 分 単位 の 数 量 的 代表 値 を 線 合 すれ ば , 第 エ 表 の 如く で ある 。 ま た 前 
回 まで に 取扱 つた 地区 と共に, 夫々 の 地区 毎 の 垂直 的 な coe 折 cient of correlation の 
変化 と , 夫々 の 地区 の 代表 値 と を 一 括 し て 第 2 表 に 示し た 。 SEB CRE S DR 
変遷 の 過程 を 一応 こ の 様 な 地域 的 対立 関係 と し て 概括 する こと る も 可能 で あろ うと 考え ら 
れる 。 


I 総 se 


SEBHWRBORRMK, HROAG «| AMKRU FHOABGMRS IM Kic KT 
標 式 的 な SFEBROBHTA1—} BU, その 中 の 砂 の 垂直 的 な sampling を 行い 尊 
度 分 析 を 実施 し た 。 そ の 上 的 は 当初 に 述べ た 通り で ある が , この 新庄 層 群 を 対象 と し て 選 
ん だ 理由 は , UNDA CSE BO CBB CRKRENSZ IL, 野外 観察 の 結果 
これ まで 行わ れ た 岩 相 区 分 単位 の 夫々 が ROMER OED SY 特徴 的 な 砂 相 で 
ある こと , BLINN ERAAHWOlIS PAAR HD CRILY ZOBMEER LAME YD, そ 
OBALSBBOABTARL, 地域 に よ つ て は 著しい 周縁 堆積 想 を 呈し て いる 点 な ど に あつ 
た 。 砂 の 鉱物 組成 に つい て は 今回 は 保留 し て , 粒度 組成 に つい て 検討 し た も の で ある が , 
この 場合 機械 分 析 そ れ 自 体 を 従来 一 般 に 行わ れ て 来 た も の より る も 多少 と も 定量 化す べく 
WEL CIID CA 

a) Sampling に つい て 長沢 地区 で は 50 人 箇所 , FAG e IMR CK 30 及 び 31 
箇所 , SHO BIH CAI * 板橋 ヤー ト に つき 夫々 40 箇 所 が , これ まで の 分 析 結 
果 の 検討 に 当 つ て 適当 な 最小 限度 の 試料 と し て 選ば れ た 。 これ ら は 実際 採取 し た 多数 の 
試料 の 分 析 値 の 中 か ら , HRM E CH + BORNE ICI ZILPIL, HOLD Bi 
毎 の 標準 試料 と な る べき も の を 選定 し た 結果 求め られ た も の で ある 。 この 選 完 に 当 つ て 
実際 に は , 或 層 準 の 特徴 的 な 単 層 の 一 連 の 露頭 に つい て る も る 垂直 並び に 水平 的 な sampling 
を 行い , その 分 本 結果 を 検討 し た が , 結果 的 に は 今回 まで 各地 区 の 垂直 的 変化 に つい て 取 
扱 つ た 上 で は , 上 記 の sampling で 差 支 えな いこ と を る 判定 し た る の で ある 。 

b) Grain analysis に つい て 各地 区 の 砂 相 全 般 を 通 覧 し て , 同時 に また 分 析 値 全 
般 か ら 見 通し て , 今回 まで 行 つ た 分 析 結 果 の 検討 は すべ て sand size の 邊 囲 内 に 人 る る も 


1) 船 川 層 相 当 層 と され る も の の 中 の 層間 間際 と 云う も の に な る か 人 韻 か は 別 と し て , 現 
在 の と ころ は 一 応 本 委 地 の 周辺 部 的 現象 型 と し て 取扱 っ て お きた い 。 


92 ‘ GD RS 
の に つい て 比較 検討 し た も の で ある 。 HOSAHO median diameter を 通常 の 方 法 で 
求め , その 各 段 階 に 属す る 試料 の 頻度 に つい て 累積 曲線 を 画 き , その 変 移 点 を 求め た 。28 
mesh 及び 48 mesh が この 変 移 点 に 最も 近似 し た 飾 と し て 選ば れる こと を 確か め た 後 , 
これ ら を Pot UT He he MAD Btype の 組成 比 に よる BBA RAL, Bic 
median diameter, coefficient of sorting, skewness な どの quartile parameters に 
よる 垂直 変化 の 他 に , standard deviation RU skewness を 別に 分 析 値 か み ら 算 出し て , 
これ ら を 総 て 線 合 し て 垂直 的 変化 の 判定 を 行 つ た 。 

c) 分 板 結 果 の 線 合 に つい て 以上 の まう に し て 垂直 的 秦 化 を 検討 し た 結果 , 岩 想 層 序 
区 分 と は 別に 地区 毎 に 垂直 的 区 分 が 出来 た 。 これ ら の 区 分 単位 を より 具体 的 に 比較 する 
た め 夫 々 median diameter 及び coefficient of sorting の 各 段 階 に 屋 す る 試料 の 頻度 
か ら 累 積 曲線 を 各区 分 毎 に 作成 し た 。 以 上 に より Ky, の 基準 層 ( 清 水 層 基底 ) を 境 と し て 長 
沢地 区 で は 2 区 分 , 更に 上 下 夫 々 に つい て 2 区 分 即ち 4 区 分 され , 井形 川戸 地区 は 同じ 
く K, LUC 2 区 分 され た 。 ま た な た 真 蜜 川 地区 で は 今回 述べ た 如く 4 又は で 細分 され た 。 
これ ら の 夫々 の 区 分 単位 の 具体 的 な 特徴 に つい て は 既に 述べ た 通り で ある 。 

以上 の 操作 に 加え て , median diameter 及び coefficient of sorting の 相関 関係 を 
SE (scatter diagram) 及び 計算 値 (coe 反 cient of correlation) »Pb#R LR, ZO 
結果 は 今回 述べ た 通り で ある が , 強い て 結論 的 の も の を 指摘 すれ ば , 西 縁 部 井形 川口 地 . 
区 で は 新庄 壇 群 が 層 厚 の 上 で る も 最も 厚く 発達 し た 標 式 地 で あり な が ら , K4 層 を BELT 
2 区 分 され る に 過ぎ ず , これ に 反し て 東 縁 部 及び 北 把 部 は 全 層 厚 の 著しい 減少 に も 拘ら ず 
細分 され , 特に 板橋 レート で は 岩 相 区 分 と 略 々 一 致し た $ 細 分 が 可能 で ,! 地質 的 に る 縁辺 
相 と し て の 特徴 が この 点 か ら も 暗示 され る 。 この 事 は 既に 表示 し た 如く 相関 係数 の 地区 
別 の 代表 値 (但し 今回 行 つ た sampling に 基 い て 得 ら れ た も の で Bic BRC MANTA 
する な ら ば , 柱状 図 上 の 厚 さ の 比率 な り , 砂 以外 の も の と の 比率 な り が 考慮 され る べき で 
ある こと は 論 を 換 た な い ) に よ つ て 一 応 数 量化 し て 表わす 事 が 出来 よう 。 

北 縁 部 に 於 ける 縁辺 堆積 現象 に つい て は , この 地域 で 下位 の 草 漆 硬質 シル ト 岩層 及び 古 . 
口 黒色 シ ルト 岩層 の 相 変 化 及 びそ の 玲 積 時 の 基盤 の 起伏 の 問題 , 更に これ が 新庄 層 群 堆積 

の 基 毅 と し て の 相 十 反映 な ど 今 後 考 察 を 進め る べき 問題 が 多々 あり , こう し た 玲 積 の 場 に 
於 ける 岩 相 解析 の 方 法 と し て 今回 まで 取扱 つた 機械 分 析 の 他 に , Bis) LOM MGKHNTO 
いて の 検討 が 問題 と し て 残さ れる で あぁ ろう 。 この 点 に つい て る 今後 下位 の 油 母 岩 相 の 地 
域 性 に 関す る 岩 右 学 的 な 検討 と ui TIF O CTD ( FFIEC SO 


ATRL) \ AMR BBO 企図 され た HEBHMO Bi AERA O 72 O RE 
に 端 を 発し た も の で , ここ に MAROC L CHRERTS. MER FI 
つっ ついては, 大 森 刻 一 教授 より 種々 御 批 判 * 御 教示 を 賜 つ た 。 ここ に 深謝 の 意 を 表す る 。 

現地 調査 及び 試料 採取 に 際 し て は , 学生 吉田 義孝 ・ 小泉 隆 両 君 の 参加 に よ ょ り 多大 の 便 
家 を 受け た こと を 特記 し た い 。 : 
研究 費 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よ つ た 事 を 明か に し 議 意 を 表す る 。 
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“The basic xenolith at the midstream of the river Horoman, — Pe be 
Hidaka Province. ais 


Be + # (Hiroshi Asai)* 


3 Abstract : The basic rocks is ed in the trondhjemitic migmatite "| 

or in the tonalitic migmatite, at ‘the midstream of the river Hotoman, 
Hidaka province. - 

K&S In this paper, some microeeopicals i between the component _ 
minerals of the migmatite-and of the basic xenolith are described. Se: 


The auther concludes that the basic xenolith is the origin from the mi 
biotite rich hornfelsic rock which is basified before the xenolith is Me eS + eae ie 
in the migmatite. : ; 2 ; ep Lah ~ 

Les A Ae Slot a 
«ASE O RAB Ic OMA aE Ald, いつ も それ より SRO BAO Rate, ie a 
_FUBBOMIAD, 叉 は , 塩基 性 クロ ッ ト 状 に 現 出 し て いる 。 An 
この よう な 現象 は , 広く 各地 の 変成 帯 に , 普 RS enon ee 
Reo Ce ie 
IN bORBBOILI ABA, Mik, BEEZ Oy の よう な 岩 右 は , その 起 原 に つい 
て , BR, 色々 考え が 述べ られ て いる 。 即ち , 早期 品 出 鉱物 の 集合 で ある と か , 塩基 Bere nr 
性 火成岩 起 原 の FREES CDS & 03,1099) 石灰 質 水 成 岩 起 原 の 捕獲 岩 で あぁ る, Bo 
BO Xe e ae EBL AUB IBD CHS. BED 2 5 1 ALO AK ee: 
RACE E SUE VOTHS と いわ れ て いる 。 この 研究 は 片 麻 状 t ロ = ェ ニー 
マイ ト 質 混成 岩 , ま た は 有 片 麻 状 } ナー ル 岩 質 混 成 岩 の な か の や や 片 状 を 英 び た 塩基 性 捕 欠 
BERBER FARR) Oia 1 ERE RRR eM = 
成 さ れる 以前 に HiaeTEILHIE IS & 9 けた ホル ン フ ェ ル ス 賃 の 岩石 が 捕獲 せら れ た も の で あぁ eye 


Fez: と を 述べ た い 。 apes 
| 作業 に あたっ て , 終始 , 御 対 論 を し て いた だ いな た 日 高 変成 研究 グル ー プ の 方 々 , MMR 
北海 道 学 鞭 大 学 地学 教 空 ) CC 
m 1) Nockold S.R.; Geol. Mag., 69, 1932. 5 a 
Domas Ely bier dee Smithy) W)C. 74 ))): iG 5, 88) 1932 oh aa 
、 3) Hurlbut C.S.; Amer. Min., 20, 1935 i 
4) Iwao S.; fan: Jour. Geo. Gt 17, 1940. ites 
5) 和牛 来 正 夫 ; Sci. Rep. Yokohama Univ. Ser. II, No. 1, 87~96, 1952 i oe 4 oN 
6) GRA ; 地学 , 2, 33~35, 1950. Sane. 
7) (NAR ; 地質 雑誌 , 55, 154, 1949, OC 
8) 小島 丈 児 ; 広島 大 地学 研究 報告 , No. 2, 1~13, 1952 
nh BREAN ; 九 大 理学 部 研究 報告 , 地質 学 の 部 , 3, 21~30, 195i 
| 10) GRAD ; 前 出 


11) Reynolds D. L.; Q. J. G. S., 102, 1946 


1 


| 
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を し て いた だ いた 北海 道 大 学 鈴木 酔 , AIRAMERRA A LEDS 中 研究 に 使用 し 
< 経費 の 一 部 は , 文部 省 自 然 科学 研究 費 交 付 金 , 開発 庁 , 北海 道 地 下 資源 調 査 所 , WAS 
業 技術 院 地質 調査 所 北海 道 支 所 の 御 援助 に 負う 所 が 多く , ここ に 深 基 の 謝意 を 申し 上 げ る 。 


Il #@ BRR 


COMME LOMLOMARUBARKOV USE 既に 多く の 人 々 に より 述べ られ 
CS 1)16) 

ここ に 述べ よう と する 塩基 性 捕獲 岩 の 見 られ る 所 は , 第 1 図 に 示し た 如く , Few 
川中 流 の パン ケ ヶ ケ , ペン ケ の 合流 点 か ら パ ン ケ の 上 流 に 約 2000m さか の ば っ た 附近 に 見 ら 
れる も の で ある 。 

この 附近 は , 片 麻 状 トロ ニ = ェ マ イト 質 混 成 岩 叉 は 片 麻 状 +} ナール 岩 質 混成 岩 が 露出 し , 
LOBAORK, 片 状 叉 は 塊状 に な っ た 塩基 性 岩石 が 多数 と りこ まれ て いる (第 2 図 の 
Bes 

第 2 図 に 示し た 如く , LOBWMOAHM As RD, BARBS tSMICL,rSB= 
BRRASEBH RE BSC. 走向 は N1O°W~N10°E で , (Ait 20°~50°E で 分 
AIL Tw4o 

KL, (OBEO RANKONE CHIC 5 CEBOBRARDAL THOS, Thh bi 
基 性 片 麻 岩 (GQHASREHRA SHEAR RRS, BERNESE HRERU 
INS OBA REAR AMID. た 片 麻 岩 類 ) , 黒雲 母 石 英 斜 長石 片 麻 岩 , トロ ニ = ェ エマ イィ 
ト 質 混 成 岩 , 斜 長石 角 図 石 片 状 岩 又は 和 斜 長石 角 関 石 岩 , 塩基 性 片 麻 岩 等 が 分 布 し て いる 。 


赤 岡 純一 郎 ; 北 工 試 鉄 床 調査 報告 ) No: 1, 1941 
west 宏 ; 地質 雑誌 , 59, 349~350, 1953 ; 地質 雑誌 , 61, 364, 1955 


1) 
2) 
3) + Hs 東京 文理 大 卒論 。1949 
4) 


Fitts = 北大 卒論 , 1941 ; 北大 紀要 , Ser. 4,8, No.1, 1948; 地質 雑誌 , 
56, oo 1950 : as BRB, 4, 109118, 1951 


5) BHA. 橋本 誠二 ; 地 団 研 専 報 , 6, 1951 ; BR, 4, 6, 1955 

6) 和 刺 橋 三男 , 猪木 幸男 ; 幌 泉 図 幅 説明 書 , 地 調 , 1956 

7) 刺 橋 三男 , 橋本 誠二 , RIPE, FARES, 木崎 甲子 郎 , HSS, RASS. 広田 正 

— ; 地質 雑誌 , 61, 363~364, 1955 (He) 

8) te ルー プ ; 地質 雑誌 , 60, 298~299, 1954 

9) 広田 正 一 ; 東京 文理 大 修論 , 1950 ; 東京 文理 大 卒論 , 1951 ; 地質 雑誌 , 59, 
155~164, 1952 ; 地質 雑誌 , 59, 341, 1953 ; 東京 教育 大 地 鍼 研究 報告 , 3, 173 
~180, 1954 | 東京 教育 大 地 鉄 研究 報告 ) 4, 47~56, 1955 

10) 猪木 辛 男 , BIA ; 地質 雑誌 , 56, 263, 1950 

11) BAH, RIE. 舟橋 三男 ; 地質 雑誌 , 57, 336~337, 1951 

12) J67N5658 ; 地質 雑誌 , 58, 280~281, 1952 ; 地質 雑誌 , 59, 111.121, 1953 

神保 小 虎 ; Explanatory text to the geological map of Hokkaido. 1890: 

Abe msi, 1891 ; 北海 道 地 質 論文 , 1891 

13 小林 治夫 : mem, 47, 429~436, 1941 

14) 大 平安 ; 地質 雑誌 , 35, 105~147, 205~224, 1928 

PBN ; ACE SK ARE, 1937 

16) 山根 新 次 ; IDE SK MAAS, 4, 71~105, 1911 

17) howd SEE PR t Fh HER ERI OCLIOLIURGREDU 7 


os 
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この 南側 に 分 布 し て いる 岩石 の うち で , RESBRMR ATRL, P 雷 出 の 北側 に ある 
REO K RE LEHBOLAGARR. CoC, 東西 か 叉 は 北東 一 南西 の 走向 で , 何れ も 


北 に 20°~70° の 傾斜 を も っ て いる 。 


第 1 図 塩基 性 捕獲 岩 の 産地 (x 印 ) 


n 
2a 
ケ 


第 2 図 か ら 判 る 如く , PBHOR 
麻 状 ロニ = エマ イ 了 } 質 混成 岩 は , B 


雲母 石英 斜 長石 片 麻 岩 と 塩基 性 片 麻 
の 時 人 CR の ま 9 
な 酸性 岩石 と 塩基 性 岩石 と の 境界 部 
に トロ ニ エ マ イト 人 錠 岩 石 が 観察 され 
る に と は 和牛 来 正夫 り , BUH? が 
I~ TWBo 


Ill 塩基 性 捕獲 岩 の 産 状 
第 2 図 の P 点 の 片 麻 状 トロ ニ = エマ 


第 2 ee oa nia DO 産地 


1 FRLOZERMES, 2 節理 の 走向 傾斜 , 3 塩基 
METRE a Opeth, DP 点 は 本 文 に 記載 し た 産地 , 
4 黒雲 母 石 英 斜 長石 片 麻 岩 , 5 片 麻 状 トロ = エ 
fe ト 質 混 成 岩 , 6 } ト ロニ = ェ マ イト 質 混 成 岩 , 

ARAN A ihe, 斜 長石 角 関 石 岩 , 8 複 
a RAH Kea, SOTA RHS AA RE, 
AAA AS RAT RERU これ ら の 岩石 に 
緑色 角 隊 石 が 加 は つた 片 麻 岩 類 


1) Gorai M.; Mem. Fac. Sci. Kyusyu Univ., Ser. D., 2, 239-321, 1944 
2) 渡辺 岩井 ; 地質 雑誌 , 58, 165~176, 1952 
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4} QEREO RANE NABER O BIZ» FO-MEB 3 RAL 


ROM, 長径 10cm か ら Hm ic RS HBS 又は クロ ッ ト が , 片 麻 状 トロ = エマ イト 
質 混 成 岩 の 中 に 散乱 し て 分 布 し , 皇 獲 岩 の 片 理 の 方 向 は 不 規則 で ある が , FAO HRM b - 


第 3 図 塩基 性 捕獲 央 又は ク 
野外 スケ ツチ 


uUYhO 


b BOE 


fa 2 酸性 ト ロニ = ェ マ イト 質 混 成 岩 , 
3 片 麻 状 トロ = エマ イト 質 混 成 岩 , 4 


片 麻 状 カ ミン グ ト ン 角 関 石 ト 


の 


質 温 成 岩 , 5 BOTHER FERIA 


BHR, 6 カミ ング トン 角 隊 石 斜 方 
交 石 トナ ー ル 岩代 混成 岩 , 図 に 見 られ 


る 5 以外 の 捕獲 岩 ク ロッ ツ ト 


a7 F 


74 } fa Nate A te EAA RS 


LiiSRAnNah ha, 3 
ia 
以上 か ら , 第 3 図 の 片 麻 状 


RASA 


o=274 ) Mews lel NIO°E で , 傾 
tvs 50°R £75 OWA 2 DH LIE 
BIN XI RRR) aa } BS 
が 第 3 図 の 如く 極め て 不 均質 で ある ば か り 
で な く , 部 分 的 に 片 麻 状 トナ ー ル 岩 畠 混成 
kik COSMRHs CT, CMSs 
麻 状 トロ = エマ イト RIB O zc FRE 
BY AUIS SN rede TOO SRA, 2D 
部 分 的 に で き て いる ARK) I -VBRE 
成 岩 と 塩基 性 捕獲 岩 と の 接触 部 に は , BIR 
DEAE ALSE } ナー ル 岩 質 混 成 岩 が EF 
に で き て いる 。 第 2 に 注意 すべ き は , HE 
BIL SAAD RRB LE 不安 定 な 
岩石 が 見 られ る こと で ある 。 第 3 図 の 5 に 示 ・ 
Li Sa BEBHNAS RAH RSLS 
OUCARAANAHKBO 二 種 類 で ある 。 
COLD RRROBAD ESSN CWS 
現象 は , 小林 英夫 り が 既に の べ て いる 58 

第 3 に 注意 すべ き は , (OMBEBEBS 
は 附近 の 赴 出 に 見 られ な いこ と で ある 。 し 
か し 附近 に 露出 する 塩基 性 片 麻 岩 の 一 部 に 
は , RAL CO? PROBE BARE 
られ た よう に な っ て 散 点 し て いる が この 捕 
REEDS RRR} pa ae 7 } HERES 
BRR } 7 Ue RICE O PORTE O— 
っ (第 3 図 の 5) と 同じ も の と 考え られ る 。 


ロニ エマ イト 質 混 成 岩 中 の 塩 基 性 捕獲 岩 は 既に 捕獲 岩 と 


な る 以前 ば この ば 1 うな 岩石 に な っ て いた ちの と BRZIED HSS, ROT, WELZ 
し い 機 械 的 な 運動 が あっ て , この 位置 に , SAR) T—VBRRAGE. 片 麻 状 ト チー ル 
岩 質 混 成 岩 及び 各種 の 片 麻 状 トロ ニ = ェ マ イト 質 混 成 岩 が COMER ZOMBE SHR 


の と 考え る こと が 出来 る 。 


Wie, HINO 4 の 部 分 を 更に 旭 


F 細 に 示し た も の が 第 4 図 で ある 。 この 図 で 明らか な 


如く 捕獲 岩 に 接近 し て 和 倖 方 迷 石 トナ ー ル 岩 質 混成 岩 に な っ て いる こと は 第 3 図 で 既に の 
べた 如く で ある が , 更に 捕獲 岩 に 接近 し て 4。 の 如く , MRI7z BEES. A eRe + oe 


1) 小林 英夫 : 北海 道 地質 齋 報 , 22, 49 へ 57, 1953 
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物 の 多い FV I4 } PAGRRAARAPREN DC. WHOL FEO BED ae 

第 4 図 , HSNO A CHA EWALC 同様 で , SEASRNO HEIRS WHEE ESRI of 
RULER YF あっ て , し か る も 4, OM OBE oRM 2 ih 
BRAM YOU OBAOENE 
略 で 相 等 し い (第 5 IO 6, 7)。 し た が っ eh 
て , この 部 分 は 捕獲 岩 の 一 部 で , その 周 ae 
辺 相 と 考え る こと が 出来 る 。 MILA a 
岩 の 周 り に , 捕獲 され た 時 に . で きた BE 


Livy 7S eS vee 


BES. ¢ A RELRMORBREL BZ Ni 

る に で は で き な い 6 Sea 

LOLIRGELBORAEL THR ©“ 

Sas YF Es FABLE RIE b ナー 肉 域 に より Bw GM ARSATHS ae 
ル 岩 質 混成 岩 , 4。 ゲド ラ = Scie 
SAREE arr o1 vane — BERHER) OCS. a 
AR EBA EMAHRE ae 
IV 2 質 ae 

S34, 第 4 図 に た よっ て , 捕獲 し た 岩石 及び 捕獲 岩 の 岩 質 を 示す と 次 の 如く 一 括 さ れる 。 RN 
l meLieaA ay 

1 PPR boo 1 IRR (3M O 1 及び 第 6 図 の 1) aa 
2 酸性 トロ ニ = エマ イト 質 混成 岩 (第 3 図 の 2 及び 第 6 図 の 2) cand 
3 片 床 状 ト ロニ = エマ イト 質 混 成 岩 (第 3 図 の 3 及び 第 6 図 の 3) i 
ha NE ee 及び 第 6 図 の 4) Ce 
DVT) VERA DT —VE REE (第 3 図 の 6, 第 4 図 の 4, 及び 第 6 
図 の 5) 3 
Il 捕獲 #4 | : fe 
(4) トロ = エマ イト 質 混 成 岩 の 中 の も の ee 
lAREABMETRE 2 ARIES ‘oa 
(a) FERRY iy 7) YAR tT -ABRIERAOROAO ‘oe 
LY 4 } MRBREBAR ARS (G3MO St OREO MW, 第 4 a 
図 の 4, 及び 第 6 図 の 6) * 
2 BY N54 SMEAR ABET (2D 1 の 岩石 の 中 央 部 , 第 4 BO 4, 及 Ps 
び 第 6 EID 7) it 
RTA BEAM EA RARE (第 3 図 5 及び 第 6 RO 8) a 
I の 1 は, や や 黒 味 を 帯び た KRASOPMORBORUBAT, 2,3 12IKA ERO ae 


FP PORBIEO WBE C, 4 (RKO PRIS Ze BRR AED OBA CH.SS me 
SEK CH MAMROBACHS. この 岩石 は 塩基 性 捕獲 岩 の 周 囲 に あっ て , 408 


1!) し ば し ば 塩基 性 捕獲 岩 が 捕 紅 せ ちら れ た 時 に eRe EEO (ORE LINDL T 
2) BHA: 地球 科学 , 5, 7~14, 1951 


Bult 
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ANCHE LOW So 
II の (4) HO Lisa RRO R REC, 2 は 塊状 岩 で ある 。 1 エエ の (本 ) 項 の 1 は 
や や 嘱 灰 色 の 細 粒 の 片 状 岩 で 皇 獲 岩 の 周 辺 部 に ある 。2 は 捕獲 岩 の 主 要 な る 部 分 で ある 。 
3 (LHD? > ROBE OB ACH So : 
以上 に 述べ た 講 岩 石 の 造 岩 鉱物 の 主 な る も の の 容量 % CHIN Eh, その 岩石 の 
BEOMA LH 6 図 に , 主 な 岩石 の 造 岩 鉱物 の 光学 的 性 質 を 第 1 表 に 示し た 。 


第 5 図 Bg ES 1 FRR bo Hot } RR 


| 岩 (石英 31.1% , BA 41.2%, BE 
Ae a 25.3%, REBERGK, BEBRSK 2.4%) 


2 酸性 トロ = エマ イト RRMA (A 


38.3%, SHEA 53.9%, 黒雲 母 5.5 6 
磁 硫 鉄鉱 , 磁 鉄 鉱 2.3% ) 
3 片 麻 状 トロ ニ = エマ イィ + RRB (8 
19.3%, SEA S86%, BA 18. 
5%, 磁 硫 鉄鉱 , REGREK 3.6%) 
47277) VYANAlhT—14B1g 
成 岩 (BH 34.7%, BRA 51.9%, 
黒雲 母 11.9%, Div7} ry fabia 
1.0%, 磁 流 鉄鉱 , BERR 0.5%) 
5 Wi v7) vAREA AHA bt — 
ル 岩 質 混 成 岩 (AR 22.8%, SRG 4 
3.4%, BEER 14.5%, 斜 方 煙 石 13.2 
%, Aiv7 > VARA, KSEE 
Ai 5.4%, 緑色 スピ ネル, BRA, Rett 
GREK, 磁 鉄 鉱 0.7%) 
6 FTE 74 }BRARSSARARKR 
岩 (AURA 35.8%, 黒雲 母 27.6%, ゲ 
F274 } AA, AH 76% Re 
硫 鉄 鉱 , 磁 鉄 鉱 9% ) 
TAPE 4 } RIGA ee SBI 
ir ike (AR 35.6%. BSR AREY 
aise C A UB E AAG, FREE 54.1%, 
TY 74 } RIG, BEA 03%, 
A B 5 8 D E F Gi 磁 硫 鉄 鉄 , BEGEGK 10.0%) 
8 SHA EAN AR AHIR (AR A 25.6%, 淡 福 色 角 関 石 , BER 37.2%, 
Shi, FEY 74 } FANG 33.1%, RERGEGE, REBRGK 4.1%) 
A 石英 , Breas a, By yReLEARA, Ba テイ ト AINA & CBE 
A CREAR, D iA A, IERIE, 緑色 角 関 石 , モ E div 7) v BI 
ゲド ボラ イト 角 図 石 , F STR, G RGR, REMIGKSK, MEZA AND RUM 


第 5 図 の 鉄 物 組 成 の 容量 比 を みる と , トロ ニ = エマ イト 質 混成 岩 は 極め て 不 均質 で ある 。 
叉 , ト ロニ = エマ イト 質 混 成 岩 の な か に 捕獲 され た よう に な つて いる トナ ー ル 夏 質 混成 岩 は ; 
カミ ング トン 角 図 石 が で き て いて , 東 に 塩基 性 捕獲 岩 に 接する と , MAMGS CE TS, 

捕獲 て られ た 塩基 性 片 状 岩 は , トロ ニ = エマ イト 質 混 成 岩 の な か の も の は , 角 関 岩 の 様 な 


Lr BRR aE hee 

2 酸性 トロ ニ = エ 5 成 岩 

3 Jr RRR bod = VED 

4 ip EIN ーー ル 有理 

ee HG b 

6 774 } ARAB SES 

7 BYE GAL b 2 RAE, me 

8 AH BME SPIE Ade A: 
QA, VIBE, bi He AT VES, Gent ES y 
bP, EID iy 7} YPeRER, Am. Be faa, 30 FPG. Hy-. 
RTH, ut Pyt---REGk SK, Bara GE BK 


第 ! 表 ERAAOBCARKMOHKS MEA 


A ts tk PRE 


Lt 


A 


100 


AG & Bere Te 
の 岩石 の 周辺 部 は 


tt 
7a 


> 
= 


BOR ERE Te 


a 


2 3 5 7 
AR : (10 ChB : OS BE : 他 の Sh : tho Gh RA: TARE 75 RG: 新鮮 な 斜 長石 ・ 新鮮 な 
OM ewes) OMe sey OMestes| ARALCEK BRACE) SRACEK 
波動 消 光 , WEEE» xp LAS を と zi bf Wien 
AG Re AR Rel Uf Spe n)| Btdoee Bey owe he soa 
AE EIR menos) PP Ghi| Uyae | os ee 
Mie HL OA fle--7:6, | yo ie gee Wen 
at HE---1:3.5, ADgy~ADg,| ANeg~ANgs, 4 
ADgg~ANgo, HUE MRE Bone 
雲母: 粗 粒 , 黒雲 母 : LZ, いじ る . 
多 = C042, Y= teat, ie f 
c ae y=1.630~ | ゲド ラ a ISH C88 
REE BIH Citi eR eo eae) 
ues BEES : / : 
磁 鉄 鉱 PRE AAA 
0 52) 
Pz : er Mite | i 
VRB, AF 74 } Fabs 
n,=1.648~ Aya : ne 三 右 : n= 1.641.) 
1.651, : 
2V(+-)=68°,) 2V(—)=43°) : | 
NRE: eee 
sa el IOAN, 
2V(=) 計 38° 
48°, 
SV, Bow eae 
th ERE, 
緑色 スピ ネル 
BOREAL 
RETR 
TRL 
posed } ee トロ = エマ イト 質 混 成 岸 , 3 片 麻 状 トロ ニ = エマ イト 
円 際 石 トナ サール 岩 質 混 LY 7 by RGR } 7 — EUR, 
SeaArha 7 427 Ast BANA Kha, 8 AAR EA 


BACH SOM, DT -VBAEME ORO AIS Hy 
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ABA 


Ve 


Se Peg ER 
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TV 74} SRBREANE GARE) CHhoO-Oi AAA BAM MEARE IRE 
ある 。 BIR, 第 4 図 に 示し た 如く , MEORBRAHMAE SO bF—AHER IC 
包囲 され て いる が , 後者 は , NA ee 
か , また は , }F DAREMA CHEEO HRI. T 


より 成る 粗 粒 な 片 麻 状 の 岩石 が 生成 され て いる 。 


この トナ ー ル 岩 貨 混成 岩 中 の 捕獲 岩 の 造 岩 鉱 物 を 述 


CO MN et ae 


S/R FY 34 } Ra SSA 
Bit ia D BGS A 7 YF 


o,i5 mm 


Pi. ae A, Du-- Yel AKA 
Peg ete ie 
BEG 


第 7 図 の 1,2 に 見 られ る 如く , ゲド ラ 
4} BAA (Wi v7) VARA KAA 
て いる 場合 も ある 。 以下 同じ ) は , その 中 
に 尊 状 化し た 黒雲 母 を 包み こみ , 第 7 図 の 
BU ZOLARRRMEL RRS FEF 74 


aims 


BT tA 


る (第 7 図 , 第 き 図 )。 


第 8 図 2774  ARASRAS 
GANA ha 


Pl SUE, 


4} FSA, 


KE 


Bi--- fA 


Am, 


Ame): Fabia 
Aa Amp: 


LE 


Sk, Ge--- 


mm a | 
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OAS 


Beir 8 FDA 


Am,… 


ト 角 図 石 は 然 長 石 の 中 に 包み こま れ て いる 。 ま た , Nb ORBLMMORIME 
に は , 磁 硫 鉄鉱, 磁 鉄 鉄 が 密接 な 関係 を も っ て 配列 し て いる 。 こ れ ら の 磁 硫 鉄鉱 磁 鉄 伏 
は 第 7 図 の 1 に 見 られ る 如く , 黒雲 母 の 周囲 に な ら び , BEEN 粒状 化し て ゆく 途中 で 
黒雲 母 か ら 排 出さ れ た 如く な っ て いる 。 一 方 , 剣 方 交 石 の 内 部 に も , BME BE 


見 らち れる 。 


以上 の 事 か ら , 捕獲 岩 の 最 外 側 に ある ゲド ライ ト 角 陸 石 黒雲 


淡 福 色 角 


UIT A } faba, 


Ri Titi, MtPyr… 磁 硫 鉄鉱 , 磁 


だ 部 欠 


母 斜 長石 片 状 岩 の , 斜 方 畑 
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若 。 ゲ トラ イト 角 図 石 は 時 雲母 の 粒状 化 に 次 いで 生成 せら れ た も の と 考え られ る 。 ま た な た, 
科 硫 鉄 鍼 ) 磁 鉄 鉄 は PELE (CBE) が 消失 し て あと に 残 つ た も の と BASH 
る 。 すなわち 黒雲 母 が 相当 に , 濃 集 し て 後に , 黒雲 母 の 粒状 化 と と も に , ADBA FF 
ライ ト 角 関 石 が 生成 せら れ た も の と 見 られ る 。 

第 8 図 は 捕獲 岩 の 中 核 部 の 含 ゲ ドラ イト 角 図 大 斜 長石 褐色 角 関 石 片 状 岩 の SESMO 
性 状 を 示し た 。 第 8 図 の 2, 4,6 の 如く , BE BES ReSha. Seera 
の 順序 か , 舎 方 交 石 , ゲド ライ ト 角 図 石 , ERIE. BOMB Came 5 nes 
PRL COS 神 色 角 関 石 が 尊 状 化し た 黒雲 母 を その 中 に 包み こん で いる こと は , 第 7 図 
の 現象 を 差 慮 に いれ る と , 捕獲 岩 の 中 心 部 の 各種 の 鉄 苦 士 久 物 も , 先 に 黒雲 母 が あっ うっ て , 
ZAG. 消 散 し て 生成 せら れ た も の と 考え られ る 。 叉 黒 圭 坪 の 消 散 し た 京 実は 第 8 
図 の 5 に 見 られ る 如く , 黒雲 母 の 形 あ を わずか に 残し た 磁 硫 鉄鉱 , 磁 鉄 然 の 本 敬 状 態 と 第 
8 図 の 2,6 に 見 られ る 如く , BRL CHIME L 7 REBESROR, 磁 鉄 然 の 多 草 た 見 られ る こと 
に よっ て 推定 きれ る 。 し た が っ て MEBOPOMICHY CS BERS 多量 に 消 表 し た こ 
と を 示し て いる 。 これ に 応じ て 欠 長 石 が 塩基 性 に な っ て いる 。 この 倉 長 石 の 塩基 性 に な 
っ て いる こと と 角 関 石 が 生成 され る こと と は 系 接 に 関連 じじ で いる も の と 思わ れる 6 


BSN O1, SUSRARUBEANAD PRAM BATS U7 7 4) BRE 


示し た 。 こ の よう な ケレ フ ア イ ト 角 関 石 は , 鉄 苦 土 鉄 物 ( 主 に 黒雲 母 ) の あう た 部 分 に 」 | 


祭 長 石 が その 位置 を 占め る よう に な っ て , 生成 せら れる も の の よう で ある 。 

以上 に 述べ た 造 岩 鍼 物 の 性 状 に よっ て , COMER, WSUSL( SERDE 
集 し た ホル ン フ ェ ル ス 質 岩石 * が 牙 後 の 変成 作用 を うけ て , 黒雲 母 が 消 散 し て 片 状 と な り , 
各種 の 鉄 苦 土 鉄 物 が 生成 せら れ た も の 33) か ら 由 来 し た も の で , これ ら の 岩石 が He 
機 類 的 な 運動 に よっ て , 破砕 片 に な り , PSO MUMIA BOhF—-VERES Aw 
て , 黒雲 母 が 未だ 消 蔽 せ ず に 残っ て 皇 獲 岩 の 周 辺 想 を つぐ つて いる も の と 考え られ る 。 

ia OAWHOMOIChS カミ ング トン PRAT -VSRERMEB REEOR 
辺 部 に 見 られ る 現象 と よく 似 た 造 岩 鉱物 の 相互 関係 及び その 安定 の 度合 を 見 る こと が 出 
来る 。 第 9 図 に それ を 示し な た 。 : 

第 9 図 の 1 は 僅 長 石 と 鉄 苦 圭 鉄 物 の 関係 を 示し ; 第 7 図 の 3 に 似 た 関係 を も っ て いる こ 
LEMUR TI CF FI 4 ARAMA, DEVT bY ABBE AO COS, 
9 図 の 2 は 黒雲 母 が や ゃ 粒状 化 さ れ て , SOMDCRRGSL, BOREL EEL COS, 第 
9 Mm Si Bie t SER: t OBR EAL Peo 

以上 に 述べ た 捕獲 内 及び その すぐ 周り の トナ ー ル 音質 混成 崖 の 性 状 に は うさ う て! テー ルル 
岩 質 温 成 岩 の 中 の 塩基 性 捕獲 岩 は , 黒雲 母 の 濃 集 し た 細 料 ホルン フェ ルス 質 岩 石 が 変成 作 
用 を うけ て , 議 種 の 鉄 震 土 鉄 物 が で き 片 状 構造 を 示し , 破砕 され て , bE EBA O 
中 に 捕獲 も られ た よう に な っ た も の で , これ ら の 変成 作用 は 捕獲 すら れる 笑 続 き , MST 


1) Winchell A. N. ; Elements of optical mineralogy, 376, 1951 
2) \Grooves, A. W. ; QO. J.G.S., 91, 150~207, 1935 
3) 舟橋 三男 (1948) 5 前 出 


* 和 晶 高 変 成 帯 南部 で は この よう な 岩石 が し ば し ば 観 容 され る 。 詳細 に つい て は 別 の 機 


会 に 述べ る 。 
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AAPOR LC, 黒雲 母 が 安定 な 条件 と な 第 9 図 カミ ング トン 角 関 石 銀 方 煙 石 
Dt, ARO KVpS=2v4 | RERES } トナ ー ル 岩 質 混成 岩 の BBG AT YF 
ナー ル 岩 質 混 成 岩 が その 位置 を 占 あ た も の 
ざき 考 られ る 6 併 し トコ = ェ エマ イト 質 混 成 
mt その 皇 獲 岩 の 造 岩 鉱 物 と の 問 に は , 不 
連続 の 点 が 多い こと は 注意 すべ き 事 で あ 
る 。 BWDASL, 塩基 性 皇 獲 岩 を 生成 し 
た よう な 高 変 成 条 件 に すぐ 続く 低い 変成 条 
件 は トナ ー ル 岩 質 混成 岩 を 生ずる よう な 条 
件 で あぁ あつ て, トロ ニ = エマ イト 折 混 成 岩 を 生 ず 
る よう な 条件 で は な いと いう こと で ある 。 
上 に 述べ た 岩石 の 外 の 捕獲 岩 も る も, すべて, 
SABAD RED ESCOBAR SOM, 何 
れ も , いち じ る し さく BEEOWML ak 
を あげ る こと が 出来 る 。 HHBBBWCET 
いる か 人 埋 か は 主 に 挿 獲 岩 に な る 前 の 変成 条 


0.3 mm 


〇 石英 Pl... BER, Dus JRELP 


He HE LI BAD BORIC Lo CRE Se, Bi- BSS, Cue i y7h si 
せら れる も の と 思わ れる 。 トロ ニ エ マ イト —-y FAP, Amy--- Beebe, Hy-- 
質 混成 岩 の 中 の 捕 外 岩 は AMG  — SM, Zo--MifeR, Sp--me 2 e 
る こと が 少く , 所 主 角 関 岩 の 様 な 岩石 で ある 。 = ネル , MEPyr--RAGKBA, REDILEKI 


BD, }F—-V BRERA PORBAISIERINICA HARRAH ERO TW So 
いづ れ に し て る も る , DOMRMOMAEHE AIS Et bc OKRA Y 7 
ェ エル ス 相 に まで 達し た 変成 作用 を !) うぅ うけ て 生成 され た ご と を 示し て いる 。 


Vv 結 5 

1. BSA BOW NB Pyeicis トロ ニ = エマ イト 質 混 成 岩 双 は , トナ ー ル 岩 押 混成 
岩 の 中 に 岩 質 を 異 に し た 塩基 性 捕獲 岩 が 見 ちら れる 。 

2. これ ら の 兵 獲 岩 は 捕獲 を られ る 以前 に 既に 変成 作用 を うけ , その 作用 の 条件 の 異同 と 
BET ZHBOREIC ESC, それ ぞ れ の 岩 質 を 示し て いる 。 

3. 塩基 性 捕獲 岩 の 起 原 は 黒雲 母 の 濃 集 し た ホル ンタ ラル エス 質 の 岩石 で ある 。 

4. 上 に 述べ た 変成 作用 は 一 種 の 塩基 性 化 作 用 と いわ れる べき も の で , 日 高 変 成 帯 の 南 
部 の 変成 作用 の 比 載 的 初期 に お こっ た も の と 考え られ る 。 ここ で は 黒雲 母 石 英 斜 長石 片 
吹 過 トト} ナー ル 岩 質 混 成 岩 , トロ ニ = エマ イト} ト 質 混成 岩 の 生 成 さ れる 以前 に 完了 し , ホル ン 
フェ ルス の 生成 と 同時 か 又は それ 以後 の も の で ある 。 


1) 青 橋 三男 (1948) : 前 出 
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W He SR ee i DO OR ES te kK OW e* 
Neogene volcanic rocks of Tazawa districts, Yamagata 
Prefecture. 5 


& iE (Tadashi Konda)** 


Abstract : Tazawa district here mentioned is situated at the central 
part of the Dewa Mountains between the Shonai and Mogami oil fields, 
Yamagata Prefecture. According to the present writer’s study from 1950 
to 1955 the district is chracterized by the frequent volcanic activitis which 
occured in the Neogene and are represented by flows, pyroclastics, dykes 
and sills. 

The Neogene Tertiary of the district is divided into the Tazawa, Tate- 
yama, Kusanagi and Kitamata formations from lower to upper. 

The sequence of the volcanic activities in the district is traced as follows. 

Ist. stage. Submarine eruption and explosion of tholeiitic basalt(SiO,= 
47,28%~52,48%) in the Tazawa formation. A part ofthe basalt changes 
to spilitic character (NaO,=3,63%) by albitization. The great amount of 
this basaltic rocks was followed by the formation of geosynclinal character. 

2nd. stage. Center eruption of Taizosan andesite, which is augite andesite 
(SiO, =53,72%), two pyroxene andesite (SiO,=56,12%) and hornblende 
andesite (SiO, =58,68%)}. This rocks has petrographical chracter which is 
very coarse grain and rich in plagioclase phenocryst. However, at last 
stage of this activity, it is very fine grain type. 

3rd. stage. Intrusion of olivin basalt(Si0,=47,28%) represented by dykes 
and sills. Parallel dyke swarm of basalt is restricted in the Tazawa and 
Tateyama formatins and sills occur only in the Kusanagi formation. At 
the later stage the rocks changes to doleritic chracter. 

4th. stage. Subordinate acidic tuff explosion is broadly traced in this 


area. This tuff is liparitic pumice, and thinly bedded in the boundary of 
the Kusanagi aud Kitamata formations. 


1 iff 言 


本 文 の 田沢 地域 は 庄内 油田 EA AH) 及び 最上 油田 (内 陸 油 田 ) OPA AS 
し , 含 油層 下部 の 地質 と し て 多く の 問題 を 含み , 既に 数 多く の 調査 が 行わ むれ て きた 。 即 も 
古く は 村山 腎 一 氏 の 図 幅 調査 "が あり , HIT CIBER RARE? RUSE 
の 調査 が 行わ れ た 。 そ の 結果 , 著しい 連続 性 を し めす 硬質 泥岩 は 草 雅 層 と 呼称 され , そ 


i ies (HH S05: 4A) IC FeRRo 
GR a 

1) 科 山 賢一 ; 酒田 地質 説明 書 , 地質 調査 所 , 昭 9 

2) AnAKae RE ; BGR 35, 151, ra, 26 

3) 細井 弘 笠 に よる 社内 報告 。 


の 下位 に 位置 す る 緑色 江 灰 岩層 は 金山 層 叉 は 青 沢 層 と 呼ば れ 岩 相対 比 上 より , MABE 
対比 され て 来 た 。 然し 上 位 の 草 荻 層 と の 関係 , 叉 は 化石 の 未 発見 な どの 層 位 学 的 吟味 も 行 


われ ず 多 く の 問 題 が 残さ れ て いた 。 筆者 は この 緑色 凝灰岩 層 を 三 分 し 田沢 層 及 び 植 山川 
層 と 呼称 し た 。 そ の 中 で 田沢 層 は 膨大 な 量 の 玄武 岩 質 大 山 活動 の 産物 で , 他 地 域 の 之 に 相 
AT SHO KUNG CERT SL, 著しい 対 居 が み ら れ る 。 即ち 出羽 丘陵 及び 中 央 疹 深 
出 脈 に 於 いて , BE (LEO) 中 に 玄武 岩 の 多 く 認 め ら れる の は 秋田 市 東方 地域 と 本 


報 文 の 田沢 の み で ある 。 一 般 に 古い 時 代 の 地 同 術 堆 積 の 初期 炎 成 活動 と し て spilite 質 


玄武 岩 の 発 達する の は 本 邦 の みな ら ず , 諸 外 国 で 確認 され て いる 。 


地質 及び 岩石 学 的 性 質 を 報告 する 次 第 で ある 。 


この 研究 に は 小倉 勉 教 授 , ABREU AMIS, 鈴木 酢 教 授 に spilite io 


いて 御 教 示 い た だ いた 。 化石 鑑定 は 減 野 消 教 授 , 小高 性 夫 氏 に よっ て 行わ れ た 。 こ こ に 明 
記し 深謝 する 次 第 で ある 。 


2 地 質 


当地 域 は , 酒田 市 東方 約 10 荘 に 位置 し , RESON ‘AR’ 図 幅 の 南西 部 を 右 
め る 。 高 当地 は 新 第 三 紀 層 よ りな り , 岩 相 区 分 と し て 上 部 より 北 俣 層 , BH ELI, 
田沢 層 , に 分 けら れる 。 植山 川 層 及 び 田 沢 層 は 加藤 毅雄 氏 の 金山 層 に 当る 。 穫 者 は 岩 想 及 
び 化 石 内 容 よ り 金 山 層 を 細分 し た 。 次 に 各層 の 内 容 を 述べ る 。 


田沢 層 - 本 層 は 中 の 股 川 , FALUN, 田沢 川 , 小林 川 , の 上 流 地 帯 に 分 布 し , HEREOF 


寄 を 構成 し て いる 。 岩 質 は 玄武 岩 質 集 塊 岩 , RES RUAARKARE DEE US | 


BRABEZEG EEE LAMAR ERERT, 砂岩 と 互層 する 場合 が 多い 。 AB 
は 比 戴 的 厚く 層 厚 は 600K + で ある 。 下限 は 現在 の 調査 で は 不明 で ある 。 上 限 は 用 蔵 山 
安山岩 で , その 上 に 特有 の 春 岩 が の る 。 KEPRORKAWEIC 動物 化 夏 3) が 散在 的 に 
比較 的 多く 含ま れる 。 、 

橘 山川 層 答 山 川上 流 で 樋 山 部 落 東 方 約 1 粋 の 川沿 い に 標 式 的 に 協 出 する 。 ARE 
岩 , WHOLE, RUBKABELOBMESN, 叉 類 岩 を 伴う 。 KBO HARES es 


BRED ABKE COBEN? ARCH S00 和 春 種 は 肥 蔵 山容 山 岩 類 源 の も の が 主 で , fii. 


に 下部 層 (ARE) 起源 の 玄武 岩 細 春 が BET 5, TMM ROARK WA CHS. Ml 
BRIS 15 灯 2 米 層 厚 の 薄 層 の 場合 と , 5 米 ~15 米 詳 厚 の も の が ある 。 一 邊 に 成層 状態 明 
ECHS. 次 に 当 春 岩 は 肥 蔵 山 安山岩 類 の 分 布 の 周辺 に 著しく 発達 し , 離れ る に 従い , BB 
は 散 点 状 に 入り , EL FORRBILE AVE BEINZ AS Bis bi a 2 BRO 
PRA E PORE EM LAROVEEAS 0, Rarseelto, 不 整 合 及 び 束 合 の 間 


に 関係 し し ひい て は 地層 の 分 化 に 関連 し て 来る ゃ る の で ある 。 本 層 の 砂岩 , 磁 岩 に 比較 的 


1) 井上 武 他 ; HEMERS, 60, 昭 . 29 

2) ROURBSEN Do 個体 数 は 上 少 い が 多 産 す 。 
Chlamys cf. cosibaensis Yokohama. Patinopecnen paraplebeius Nomura 
& Hatai, Cardiumsp. Calista sp. Mytilus sp. Balanus sp. Bryozoa 
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RENE 4. 北 俣 層 5. 胎 蔵 山 安山岩 類 6. HAE 


L AYR 2. yee 3. 


NLA GE 7 23 PS 


ste 
a 


eo GE Be “an SO 107%, 


BS CHCA 六 含 まれ る が 個体 数 が 少 い 。. 本 層 の 下限 は APROBBIBaN, 上 
限 は 緑色 細 粒 砂岩 に お か れる 。 高層 厚 は 150 米 乃至 250 米 + で ある 。 

BB 本 層 は 加藤 毅雄 民 * に より SAS 最上 喘 草 漆 部 落 (本 報 文 調査 地域 の 南方 
約 2 料 ) に と り , か く 呼 和弥 され た も の で ある 。 構成 岩 は 石灰 質 団 球 を 含む GREAVES 
で , 標 式 地 よ り 田 沢地 域 ま で , 同一 岩 相 で 追跡 され る も の で ある 。 尚 岩 相 を 詳細 に 述べ れ 
ば , ASKER 茶褐色 の 硬質 泥岩 及び 斑 質 泥岩 で , 層 厚 3~5 尊 又は 10K + OR 
D CHELEREB CHS. 下部 に は 淡 青 色 細 粒 砂 岩 (1 米 ~5 米 の 層 厚 ) を 2 枚 又 は 数 枚 
伴い 最 下 部 は 緑色 砂岩 を も つて 急激 に 植山 川 層 に 移 過 する 。 叉 中 下部 に は 長径 LAL 
り ! 米 大 (最高 86,2 米 ) OB RAMEE SARARNOEL ( BW HWE OSB U5 
至 3 枚 介在 する 。 本 層 の 上 限 を 決め うる 北 俣 層 と の 接触 部 は 本 報 文 地域 に は な い が , ALB 
の 上 部 に は 洋右 質 散 灰 岩 叉 は 同質 砂 春 岩 が 2~3 EDN}, FEO CIMRIE t IRE RE 
KAS DES ©) OCEANUS CHENG. 次 に 草 雑 層 本 来 の 性 損 は 標 式 
wigs b UAE CHCA CEMENAS AWA, より 以 北 に な る と 本 層 の 略 中 部 に 
‘SRS eee RUABDBAIME L, その 下部 に 粗 粒 玄 武 岩 の 光 和信 岩 床 が 発達 し て 来る 。 
その 程度 は 北部 に 行く に 従い BLS 此 の 現象 は 出羽 丘陵 東側 の 草 栗 層 に る も 認め ら 
れる 。 即ち 草 苺 層 の 中 に 下部 層 と 同質 の 地層 が 伴わ れる と 云う 点 で あり , RHEL TRE 
D FELASA As 広義 の 東北 日 本 に 於 ける 女川 階 の 地層 内 容 及 び 大 山岸 活動 の 内 容 に 
大 きく 関係 し て くる も の で ある 。 TEMBER tk 同 地 田 沢 及 び 青 沢 の 地域 で は BH ALE 
色 湊 灰 岩 層 * や が に 横 変 化す る と いう 見 解 を 述べ た 。 然 し この 問題 は 筆者 の 発表 し た 青 沢 層 , 
PES? が 化石 内 容 を る つ 桶 山川 層 , 田沢 層 と 同一 層 準 で 異 相 関係 に ある か 韻 か の 吟味 
に よっ て 解決 され る と 思う 。 本 層 に は 魚 鱗 , ウニ = 骨 針 , が 普遍 的 に 含ま れる 。 次 に 層 厚 は 
断層 に ょ っ て 断続 する た め 正 確 に 全 層 厚 決定 は 難し い が 橋 山 川 で 420 米 の 層 厚 を 有 有 す 。 

HRB 本 層 は 主 と し て 無 層 理 中 灰色 乃至 黒色 泥岩 より 構成 され る 。 下 部 は 黒色 泥岩 と 
硬質 泥岩 と の 厚 層 の 坪 層 を 示す 。 又 比較 的 下部 に 浮 石 質 淫 灰 岩 が 伴わ れる 。 中 部 及び 上 部 
EBB SCR CHS, 小林 川中 流 地域 で は 砂岩 が 著しく 伴 は れる 。 即ち , 厚 層 35 尊 
~LEB OYE BAAS CK Bie OVE (10K +) OLE 30 米 乃至 40 米 層 厚 の 一 
部 層 を 形成 し て いる 。 本 層 の 上 限 は 橋 山 部 落 及 び 西 の 沢 9 に 於 いて 浮 石 質 涯 灰 岩 ( 層 厚 80 
尊 ~:3( 獣 \ を 境 と し て 上 部 層 に 少 移 整合 関係 で 変る 。 TRUER DEEDS CHE 
に 接する 。 沖本 礎 の 中 下部 の 砂岩 に 小型 動物 化石 を 多 産 する が 保存 不良 で ある 。 本 層 の 
層 厚 は 小 丈 川 流域 で 550 米 + と 測定 され た 。 

上 述 の 如く 田沢 地域 に は 下位 より 田沢 層 , Pe SHES, 北 俣 層 の 各層 が 認め られ る 。 
各層 の 境界 は いづ れる も 整合 関係 で 全 層 厚 132C 米 + で ある 。 特 に 田沢 層 は 当地 の 出羽 丘陵 
の 中 述 部 を 占め , 大 局 的 に 奪 斜 構造 の 中 心 に 当り , 東西 の 両 械 に 上 位 の 各層 が 連続 的 に 台 


RP{LBe St Chlamys cf. iwahiana Yokoyama. Patinopecten 
pavaplebejus Nomura & Hatai. Mitra sp. 

2) 前 出 

3) 池辺 筐 ; 地質 雑誌 60, 286, 昭 29. 
4) 等 者 の 田沢 層 , 坊 山 川 層 に 当る 。 
5) 
$) 


1 


— 


今田 正 ; 岩 破 , 38 AB. 29. 
本 報 文 地域 外 
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ao 6 DO RA 


合 に 重 る 。 次 に 化石 内 容 及び 岩 相 より 一 応 の 対比 を 行え ば 田沢 層 , PINE LA Des 


" 層 に 草 朴 層 は 女川 層 に 北 俣 層 は 船 川 層 に 各々 対比 され る 。 
3} Ve flip cap (2) FED She 


と 第 2 図 の 如く で あ 


SUL BE RRC HE L 
解 石 脈 が 多い が 石英 


HRI SBC ONS KW eROK EHR et 柱状 断面 図 に よっ て 示す 


Bo 次 に 各層 に 伴わ れる 炎 山岸 の 産出 状態 を 示す 。 
第 2 図 HR MMRODPRERNA 


No.3_ 


100 metre 


黒色 泥岩 2. MEAS 
See 4. RES 

. PERRRE 6. SRE KQRH 
. EVRA 8. BEE: 

9. BTS E 10. EERE 
KEES. 11. ERE RE 
の 部 入 岩 床 12. Ris 13. gel 
岩 質 集 塊 岩 14. 云 武 岩 岩 脈 15. 
ERS 16. ya 


17. 断層 


SJ 1.05) = 


No 1. 中 の 股 川 
No3. 田沢 川 


No 2. 秩 山 川 


(1) 田沢 層 に 伴う 火山 岩 feBeR 
LRA, 多 導 状 安山岩 が 多い 。 無 政 
KREBS SESS tL CE 
L, 層 位 的 に 下部 に 多く , 地域 的 に 
PABBIC BG FSO PAE, 上 毅 は 
常に 集 塊状 を 時 し , 集 塊 岩 る も 部 分 的 
(BAA Be BTS 堆積 岩 と 
は 明 共 な 整 層状 態 を 示す が 末端 部 は 
HEME 7 BRE & Zz L BEAN ABS 7 BLE 
FRE BTS. ORME RSLS SHE 
REALL, 1OK~ESKORA 
(BB EDBRAS) ESD 
ReliRARKAR A, 同質 砂 
岩 と 共に 常に 変化 (alteration) } = 
けり 濃緑 色 を 時 し , 白色 細 脈 が 縮 目 状 


, 外観 島 業 状 を 呈す る 点 は 著しい 産 状 の 特徴 と 云い 得る 。 白 色 脈 は 方 
GRY So VSMCS AMIS Oe, Bohs RICA CREE 
HO BCAA, 石英 , 沸 石 , 方 沸 石 , 緑 泥 石 が 充 堀 され て いる 。 SPER Walt 


4 este 


BH MES 109) 


AVEO LGB RHR ATIC HAUL OM DICT ZS. TEL L TCRHCKABNS LOT 


SBS od & LU CH 4. SRE 2.5 44 L tee (center eruption) に 


LS—KUROEB EO TB 
(2) 橋 山 川 層 に 符 わ れる も の 胎蔵 山 周辺 に Mv Cte (第 2 MPAA) Febre Bee 
状 安 山 岩 の 浴 流 が 極め て 中 心 的 に 行わ れ , その 分 布 は 現在 の 胎蔵 山 (728,9m) 山 敬 に 限ら 
れる 。 非常 に 興味 ある 点 は この 話 岩の上 位 に 著しい 量 の 春 岩 が 伴わ れる 点 で ある 。 この 
Rea kD PUI t UCOMBCRSM, CNIS KWAME CHS 
PELE Cle 4 HES 5 米 ~25 米 ) AHLNSZ. “OWS MAMLUK 
裏側 で は 可 成 厚く , FLORES SEK, SK, 80%, 830K ORAE AE, TIER 


EDTCS 24K, 2k, SOK, 5 米 の 厚 さ を も ち , MAL RPRETRT. 尚 田 沢川 で は 


1SK (1 枚 の み ) 中 の 股 川 で は 3 米 (1 枚 ) で ある 。 従っ て 丁 山川 層 に 伴う 安山岩 も 殆 ん ど 
前 記 胎 蔵 山 安山岩 類 と 同一 源 の 火山 岩 と され , 胎蔵 山 で は 比較 的 厚く , 火 山 活 動 (安山岩 ) 
の 中 心 と 解 さ れ , 胎蔵 山 を 離れ た 場合 は 該 究 山 岩 の 発達 少く , ERAACECEXED 
る 。 こ の 大 山 岩 活動 の 産 状 は 層 位 学 的 に も 興味 ある 問題 を も ち , AKUERB OBA ik 
WaRRESZZIOL EDS. KWEONAERT So 

(3) 閣 し い 岩 脈 群 を な する も の 田沢 層 , BWV DSRROBMEBRHS. HIHO 
BU, PEL, FRR RRICD ATS. 第 1 表 及 び 第 3 図 に 示す よう に , 北東 の 方 向 
性 を も つ 一 連 の 岩 脈 群 (dyke swarm) を 形成 し て いる 。 


第 1 表 BMROBSLAR 


中 の 股 川 N62°E90° (22) N70°E75E (86) 
N60°E&0°E (48) N40°W80°W (53) N54°E (75+) 
N48°E90° (85) N65°E90° (30) FAR) (Aa Ree 
N80°E (50) N60°E90° (1420)* N70°E75°E (48) 
N40°E80°E (230) N65°E80°W (370) N78°E67°E (330) 
N62°E90°E (280) N10°W60°W (50) N50°E68°W (320) 
N80°E (20+) N80°W (630) N65°E82°E (25) 
N50°E80°W (380) #e 山 川 N85°E78°E (180) 
N20°E70°E (320) NS0°E75°E (30) N80°E78°E(2850) 
N30°E90° 1 (43) N80°E (25) N85°E (47) 
N42°E70°E (35) N45°E80°E (210) N75°W (52) 
N52°E (35) ROSA N30°E60°W (120) 


( ) は 岩 脈 の 厚 さ を 示す , Me * PORK Ra 2S. 


岩 脈 は 一 般 に 幅 40M AO RUG GLREO simple dyke G BAL AMIS Em & 
か 地層 の 喰い ちがい の み ら れ る 所 で は な く , BIAKRALE DOC HRA Ea 
し て いる 。 稀 に 地層 の 間隙 に 淫 矢 乃至 到 堪 的 に 多岐 に 綱 入 する の も ある 。 岩 脈 は 接触 部 


| に 於 いて は 幅 数 枯 の 狭い 細 粒 流 理 状 の 周辺 相 が 発達 する 。 


110 a i Oi RO SS GB 


SBIR AMARA E KEES 
| REPO BSH BSR 


(I) #WISRUARE 

(II) Hix je 

図 中 で (1) の 太線 は BAK, (IT) の 
太線 は 岩 床 . 


以上 の よう な 産 状 を 示す 岩 脈 は 平行 岩 脈 群 と 
解き され , 田沢 層 , 橋 山 川 層 に 伴う 激烈 な 火山 洗 
動 後 の 比 較 的 静 艇 な 地質 環境 に 於 ける fissure 
filling 型式 の 火山 作用 に よる と 思わ る 。 次 に 
寿人 時 期 を 明確 に 決定 する 事 は 難し いい が, HE 
層 に 伴う 導入 岩 床 が この 岩 脈 群 と 同質 の 横 機 石 
玄武 岩 で ある 点 と その 産 状 分 布 よ りみ て , 両者 
FRED OO E ORES, 

4) SREBINES KW Yb CBB 
NAA KURA MOR DRO 
が 特徴 で ある 。 し か LI ORAS 
り 本 報 文 の 橋 山 川 ま で で , より 北部 は 標 橋 石 畑 
MKB OPA REPS TL So LORRI 
EX 中 の 股 川 流域 に の み 多 く BMH LBS 18% 
+, SA +, 2896, EKO 4 岩 体 が ある 。 PAE 
の 層 理 に 平行 に 導入 し , YES O RMA 


仁 を 多く 含む 細 尊 質 笠 村石 玄武 岩 ( 幅 ! 米 ) に な ・ 


So 産 状 と し て 特に 注目 され る の は , AIRE, 
PELE e OD SRR EREOEAERROS 
も 発達 する 岩 脈 群 の 貫入 方 向 の 延長 に の み 上 記 
岩 床 が 産出 する 点 で あぁ る 。 (第 3 MBAR) 従っ て 
以上 の 点 と , MBG e St CRBS YR Cs 
上 記 岩 脈 及 岩 床 で ある 点 を 考え る と 両者 は 同一 
時 期 , _— aR RO KER CHS, 吐出 位置 
の 相違 即ち 泥岩 相 と 凝灰岩 層 の た め に , HIRE 
び 岩 床 の 産 状 を 異 に する に 至っ た と 解き され る 。 
玄武 岩 の 叶 出 機構 上 興味 ある 問題 で ある 。 

(5) 北 俣 層 に 福 う も の 当地 域内 で は 火山 岩 
は 殆 ん ど 認 め ら れ な い の が 特徴 で ある 。 

42 fF FS 
当地 域 の 大 山岸 は 玄武 岩 を 主 と す る が , Ry 


岩 も 特徴 的 に 含ま れる 。 次 に 各層 に 伴わ れる 主要 火山 岩 の 鏡 下 の 観察 及び 化学 分 折 値 を 


あげ る 。 


(1) MEARS (T. K. 5459, 23), Sio,=47.28% 岩 脈 群 を な する の の 大 部 分 は 
本 岩 に 属す 。 本 岩 は 極め て 完 品 質 で 間 料 組織 を 示す 。 SRL BRC RU AEG 


含ま れる た め , BRMROMHY 具 え て いる 特徴 ある 。 AEH 
石 , BEA, WERTH, 三次 生成 鉄 物 と し て 緑色 鉄 物 (FD ¢ Bye 
PEKKA, WRB SENS HARE 0.8~1.20 FEM 
CHER RE EL CHEN BD 殆 ん ど 緑 色 鉄 物 に 変っ て いる が , HBR 


is] cS 


BURA, WER 
の 一 種 ) と 小 量 
AIMED aR gk 
ESBIO AU AE 


eee ee eae 


eh BO ee 1 


DE & PRR HER HRS MRAIRE 0.6~1. KK OFER OK L O.LFEKO Ade 
BNO ENS. BEAR AIBERRIIREERE Bt, HAUS, HU KB 

に 鑑 長 石 が 班 品 と て し 含ま れる 特徴 が ある 。 石 基 貸 長石 は 長 柱 状 (GIR) の 形 を 示す 。 

feo CRE, 形態 上 ? 種 の AREAS 存在 する が , 光学 的 性 質 は nD=1.5591,585 で 

いづ れる も 同じ て , 成分 差 は な い 。 即 も An5ss~An,。 OHKED CHS. WHMIS 0, 
貞 形 叉 は 他 形 を 示す 。 SHAL subophitic texture を 示し て 組合 い , 又は 問 険 を 
し て 含ま れる 。 Miaka HMSO AAS FE LEO CSE SS OM 
SCAMS LSE SiOz, Al,O, が 比較 的 多く , TiO, MgO. RowwoRpeE 
ERE CHB ; 
(2) BERRA (T. K. 54821, 3) Si0,=47.94%, BIR BIC S EYE, TeRoLRR: 
SR SORIA) ABB RABRERIN, BELLO EM, PARIS AS ERE 
造 を も つ 。 POMOBE CL, BP CHRMBBRALNS. HABE CHIH 
織 を も ち , 亡 に 普通 交 石 の 多い と き は 交 状 組織 に な る 。 ERABIILARA, SEI, 
BRLCAS. SRADHGIE 0.8~1 AOGERNERA TC 0,D=1:562, Ang, OBK 
RECHS0 Mirexals Far Ee < RBI (skeleton like) の 形態 る な い 。 BEKO 
RAIBERTEC 0.1IWD 4EKO 粒度 を 示し 次 上 唱 だ 比 し 小さ い 。 1 D=1.557, ADs, MD 
BKRGCHhS. PBB AEEERKO OO (0.5%) と 石 基 を 構成 する る の (0.14 K) 
が あぁ る 。 特に 本 岩 は 石 其 に 普通 交 石 が 多量 に 含ま れ 粒 状 組織 が み ら れ る 。 Moet 
tlt, men, BR, WARARMOMRE ML CZENS, KABOOM (BER 
と 石 其 の 成分 差 少 い ) を 持ち , 安山岩 に 近い 性 質 を る つが, 石 基 は 著しく 完 品 質 で 化学 成 
分 上 (第 2 表 参 照 ) より 玄武 岩 に 属す る も の で ある 。 以 上 の 内 容 を も つも の は 更 状 玄武 岩 と 
SAO 

(3) スピ ライ ト 質 芯 武 岩 (T. K 5559, 22) SiO, =48.06% 二 岩 は 田沢 層 の 中 の 火山 
岩 で 最 る 量 的 に 多く その 中 で 特に spilite 化し た 岩石 で ある 。 —HRICRERERKM RET OAS 
FREE LOT 

PERERA % SEBS CMA LOT. ALGO RRs BO yw 
NSDTMIIKARAD LE LCOBK ThA, 緑 泥 石 が 多い 。 EBM MIA, 
Vm, MAB CH OS. temliianr CARA Chile ASS ENS, HAE 
右 其 に 比 し 閉じ く 短 柱状 で (0,61 米 大 ). nD==1.558, An;, DH REACH SZ. BES 
長石 は 0.2~0.5 AGM RO CD CHS. HARA BIC albite 化し て いる 。 (第 4 図 
BR) 曹 灰 長 石 の albite{/ ヒ と し た 部 分 は 図 に 示す よう に , MILA MME FE, 一 見 し 
て 汚濁 し た 外観 を 呈す 。 著しい の は 原 費 灰 長 石 の 仮 像 を 示す が , 第 4 図 C OL Fir 
WARE albite 化し 原 鉱物 を 残存 する 。 こ の と き 草 灰 長 石 の 双 卓 は albite に 変る と , 変っ 
た 部 分 で は Manis 消滅 する 。 高石 基 斜 長石 は 斑 品 より 更に albitization 著しく 殆 ん ど 
albite に 変り , その albite 自体 新 解 な albite twin EAT, MME AIA— Mic 0,2KE 
大 の 尊 状 結晶 と し て 含ま れる 。 MRA (HMI) 三次 生成 伏 物 が 多く 変質 し た 内 容 
BHD, 二 次 鉱物 と し て は 杏仁 状 の も の と , 鏡 下 に 観察 し 得る 微小 な る の が あぁ る 。 BE 
は 1~5 殺 大 球形 の も の 最も 多く , 大 形 の も の は 長径 1 へ 8 尊大 で 椿 円 形 , ER, MERE 
じ め す 。 店 仁 は 方 解 石 , 沸 石 (及び 方 沸 石 ), BK, 緑 泥 石 が 主 で ある 。 そ の 中 沸 石 , 方 解 
BERRA, KX quartz は 容 洞 に 品 出 する の が 多い 。 高 本 岩 の 化学 分 析 値 は NagO & 
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第 4 図 spilitic basalt 中 の albite の 現 出 状態 


chl... chlorite Ab albite Lb.--- labradorite 
2mm 縮尺 は A, B, D, E vig, SmmieRtz C に 適用 す 。 


2 A. K. Wells の spilite 3445 fAUZ MIE o 

(4) MMRBRS (T. K. 541030, 15) Si0.=52.48% Ae BAA AE DZ, ARKH 
岩 と 同様 に 田沢 層 に 含ま れる 大 山 岩 の 代表 的 な 岩石 で ある 。 ABABA CHP CLP 
IRAE LOT, 主要 構成 鉱物 は 貸 長 石 , PA, 磁 鉄 鉄 で ある 。 SRALRE 
0.2~0.6 汰 大 の 短 桂 ~ 長 柱状 結 品 で 比較 的 均質 な 粒度 を も つ 。 成分 は njD==1,560, Angs 
の 草 灰 長石 で ある 。 如 帯 構 造 は 全く な い が 展 々 albite 化し て いる 。 RICE AO IR 
PHTMME Cit, 石英 , 沸 石 , MAAR BERS RAR CHS. 然し 石英 は 徴 
脈 状 と し て 含ま れる 場合 も あり , 沸 石 及び 緑 泥 石 は 査 仁 と し て も 含ま れる 。 即 る 広義 の 
alteration を 受け て いる 。 そ の た めい に SIiO。 が 比較 的 多く 示さ れる と 考え られ る 。 

(5) ieee RWS (T. K. 54108, 6) SiO。=53.72% 外観 黒色 を 時 し , KALA 
じ で ある 。 鏡 下 で は 明瞭 な 了 夷 状 組織 を 示し , GEE DERN SEH CHS, 一 般 に 支 武 岩 質 
BB EBD RBA > MGM, SRA, 磁 鉄 鉄 で ある 。 閣 品 と し て 
VARA, 普通 婚 石 で ある が その 量 は 少 い 。 BEAR ALMEER CRE 0.62~2. 155K 
CAIGVERR ¢ HEUER CORREA EAT 叉 著しい 昧 帯 和 構造 る な られ る が 成分 は 
nD=1.558, An;。 の 草 灰 長石 で ある 。 普通 婚 石 は '0.8~1.26 AO BBE 
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a CH Oo AAS IERANTEH ER CHAR tAT, ABE, SHEA, BEROKR 
び 石 英 が 認め ちら れる 。 SHAS O.SHARER GAC n,D=1.550, Any, © HHEEAS 
ある 。 IMMA MRS TIET Shit, BON, BIE, HONEA, RUBE CHS WH 
灰 石 の 針 状 結晶 が 多く 含ま れる 。 ASLMRGMRUMBE Yd MKB EE 
を 示す が , 斑 品 と 石 基 の 間 に 粒 度 及 び 成 分 上 , 明瞭 な 差 が みとめ られ , 基 性 の 安山岩 に 属 
する も の で ある ろ る 。 

(6) SBBRWS (T.K. 54910,1) SiO, =56.12% 胎蔵 山 宏 山 岩 類 の 一 員 で , AMES 
一 見 玄武 岩 に 似 た 黒色 統 密 な 岩石 で ある 。 BPC. AMAHEE CH ARES 
eo Mint LIGA, RHA, SRARUBRRE SE SRA A~SEA 

短 柱 状 結晶 で , 0yD=1.560, Ang DE KRA CHS. AIC WES Lio RARER 
BRA, 略 等 量 含 まれ 比較 的 多い 。 石 基 は 毛 酢 状 組 織 と し めし , SBHER, AEA. 
SRA, 磁 鉄 鉱 及び 斑 璃 より な る 。 AAS OLA, 長 柱状 結晶 で niD ==1.547, 
An.。 の 中 性 長石 で ある 。 HEA, 紫蘇 煙 石 は 共に 長 柱状 を 示す が , 粒状 結晶 と し て 充 
PORICS ENZ AD IBWo ; 

(7) ABB Rws (T. K. 541030, 11) SiO, =58.68% 胎蔵 山容 山 岩 類 の 中 で , も っ と 
も 特徴 的 な 岩石 で , 外観 融 黒色 を 時 する が 常に 変化 し 帯 緑青 色 を 時 する 。 展 々 角 了 関 石 ( 稀 
に 鈴 長 石 ) の 巨 量 を 含む の が 特徴 で 著しく HHOASKMEBEZIUE CHS. ANAB AIS 
Sx36 EK CH So HP CABERMRE AL, PERRET, MH, RIA, BAAS 
含ま れる 。 RAMRILESENSBGACeS ZINAVGRRSS. ANGILIERIH TC 
ある 。 SRAIE 5.001.574 KE 0,D=1.558, An;。 DEKRACHS. Mir HES 


第 2 表 Chemical compositions of volcanic rocks from 
Tazawa district 


| 1 2 | 3 4 5 
SiO, 47.28 | 47.94 48.96 | 59.92 | 46.01 
Al,O3 17.40 17.80 16.43 | 14.70 15.21 
Fe, Og 2g 3.36 3.61 4.92 L385 
FeO 6.87 7.96 4.04 325 8.69 
MgO 6.43 5.84 4.12 boa) lp? 4.18 
CaO 10.96 9.74 8.72 5.20 8.64 
Na,O 1.46 2.34 3.63 4.36 4.97 
K,O 0.10 0.22 0.18 0.60 0.34 
H,O(+) 1.69 1.68 2.68 1.26 2.48 
H,O(—) 3.86 2.38 4.30, Oy, i 
KOA 0.39 0.50 0.25 0.30 PRD) 
CO, ーー — —- — 4.98 
P,05; 0.11 0.24 0.15 0.20 0.61 
MnO 0.01 0.07 0.06 0.02 0.33 
| 

Total 99.98 99.06 96.13 100.87 100.00 

1. Olivine basalt (T. K. 5559, 23) 

2. Basalt(T. K. 54821, 3) 

3. Spilitic basalt (T. K. 5559, 22) 

4. Two pyroxene andesite (T. K. 54910, 1) 

5. Average spilite, according to A. K. Wells, (Geol. Mag. vol. 60, 1923;) 
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0, TEE, PRICE UE UREA ERT THE AS 0400.9 BABB E 
Lt&<( @3n4, MB GeNAl \ =HBRe, 有三 黒褐色 の 多 色 性 を る も ち brown 
hornblende に 近い 。 右 基 は 毛 酢 状 組 織 を 量 す 。 構成 鉱物 は AR, We, Ae 
Ai WEEK CHS SRA 0.1~0,2 BARE RG aC n,D=1.548, An, の 中 性 長大 
で ある 。 THB A RUPEE 長 桂 状 双 は 粒状 結晶 と し て 多く 信 ま れる 。 MYRETER 
HD, &< BERMOMRE TET 40 MRSA ( 減 許 水 液 の 影響 か と 思わ る ) し 
AAAI RAK O BBC aD BUCA SFR EL, SOMMER & FO 
て くる 。 そ の 場合 の 1 例 と し て S10, =60,58% CHIE MATIEKS< C40 


5 68 HB # em 4 # 
いま まで に 記載 し た 資料 に 基づい て , 先 づ 当地 域 の 火山 岩 浩 動 の 経緯 を 示す と , B28 
に 示す よう に な る 。 次 に この 図 に 示さ れ た 大山 岩 活動 時 の 地質 環境 及び WEEE LOE 
Rese LSA AIRE ONZo 
1 期 火 山 岩 活動 (RES C—BMRWNBCES) この 期 に 属す 火山 岩 は 田沢 層 と 
し て 一 括 さ れる も の で , 広範 に 在り 叉 数 度 に 繰 返 さ れ た に る 拘ら ず 均 質 な 岩 相 を 示し , 火 
山岸 活動 と し て の 一 単位 を 構成 する 。 KIARA © RBEIAMAL SE BS C CEE EK 
武 岩 が 介 存 する 。 これ ら 去 武 岩 は 記載 (2), (3), (4), の 構成 鉱物 の 内 容 及 び 化 学 分 析 値 (2) 
より みて Scotland の tholeiite!) に 類似 し tholeiitic basalt と 解 し 得る 。 然るに 話 
岩 の 中 心 部 を 除き , 叉 は 全部 が 杏仁 構造 発達 し , 牧 に 田沢 層 下 部 の も の が , 記載 (3). 分 析 
値 3 に 示す よう に spilitization を 受け て いる 。 Bil これ ら BBeMA MAMBLT 
explosion product & L-CS Ed ZAMRBIKS De 同質 の 火山 岩 源 で あり , RIA 
7524 BRS RD, 外観 鳥 工 状 を 星 する 点 る , 独自 の 変化 (又は い 
わ ゆ る green tuff OAR) と し て 注目 に 値する 。 最 後に この 膨大 な 去 武 岩 の 活動 は 草 栗 
層 よ り 初 まる 地 向 斜 的 堆積 層 の 堆積 前 の 初期 火 成 活 動 と し て 存 存する 点 に 大きな 意義 が 
求め られ る 。 高 現在 の 調査 段階 で , 出羽 丘陵 に 沿う 裏 日 本 油田 層 の 下部 に 普遍 的 に 同様 の 
資料 が 採集 され て いる 。 
2 期 火 山 岩 活動 ( 栖 山 川 層 が 主 で 一 部 田沢 層 に 及ぶ ) 前 記 玄 武 岩 類 の 広範 な 分布 に 比 
し , 局所 的 な 分 布 を 示す も の で , 肥 蔵 山 を 中 心 と し て 噴出 し た 安山岩 類 が これ に 属す る 。 
尚 厳 密 に は TAK GBS ARYL SHALL. PORE, 橋 山 川 , 田沢 川 の 源流 地帯 
即ち 出羽 丘陵 東側 地帯 で は 2 期 火 山 岩 活動 まで 継続 し , 特に 明瞭 な pillow lava % R45 
2 SK Ue PSE RL ME HIS L CAF NTE HRM % O CRANBVE RU RE 
の 繰返し に よっ CIN Ro BiH ANY 7 OUR ENATEIC PEL, 同 源 の 著しい 火山 奏 の 発 
生 で ある 。 然 も これ を 境 と し 凝灰岩 は 安山岩 質 と な り , 地層 区 分 に 用 いら れ て いる 。 Uk 
Lala ee, BGR, PPR USC WON DBL < MM SHEREO 
岩 型 を し めし て いる 。 記載 (6) (7) MlNKRt. MI OMHORUEO BI MBO 
WMA RULE, 複 燃 右 安山岩 が 流出 し て いる 点 る 興味 深い も の が あぁ る 。 
3 期 火 山 岩 活動 (a) 草 雑 層 に 逃 入 し た 灯 粒 玄武 岩 岩 床 は 当地 の 南部 に は な く , 北部 の 
PORN A 5 i SRO i KR eR UE KR A OBR CHS これ は HE 
BRIA SNS 泥岩 叉 は 硬質 泥岩 に 岩 床 と し て 発達 する AWEREO 一 連 の も の の 一 叶 


Ge 


1) A. Holmes ; Min. Mag. XII, 1929. 
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CH OM, 当地 域 で は , 特に 後記 の 岩 脈 と 同一 源 に 属す る 点 が , “RE LM EREOK 
OBR (第 3 図 参照 ) と し て 捉え られ る も の で ある 。 

(5) MT SiRAO RA 田沢 層 及 び 桶 山 川 層 を 切る 岩 脈 が これ に 属す る 。 いずれ る も N 
30°~60°E の 方 向 を も つ dyke swarm CHBARRE RT 1 期 及び WHORL 
出 作用 の 後に fissure filling の 型式 で 静 的 に 賃 入 し じ し た も の で ある 。 この 岩 脈 は いずれ る 
様 模 石 玄武 岩 で 記載 (1) 及び 分 析 値 1 を みる に , Kennedy olivine basalt magma 
type’) £04 F. J. Turner 及び J. Verhoogen idea に よる orogenic region 
の olivine basalt?) に 近い 。 即 も SiO。, ALO。 が 比較 的 多く MgO giv HL MgO 
DOW OGURA DIBA ERVER CER SN COBIiD CHS 


7 結 “ 
東北 地方 裏 日 本 油田 地域 に 普遍 的 に み ら れ る 硬質 頁岩 , Bet COMBE, AR 
層 の 地 向 僚 的 堆積 に 先駆 する 初期 大 成 活動 と し て , 玄武 岩 類 の 著しい 発達 が ある 点 を の ベ 
その 内 容 を 報告 し た 。 
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Orbicular diorite from Akka, Northern Kitakami 
Mountainland 


B % 3% HX (Mitsuo Shimazu)* 


Abstract : An orbicular diorite was discovered from Kawaguchi, 
Akka Village, Iwate Prefecture. This is the first occurrence of orbicular 
rock from Kitakami Mountainland. The host rock is biotite-hornbleude- 
quartz-diorite, which belongs to the Kawaguchi type of the Tanohata 
granite. The orbicular rock consists of orbicules and schistose matrix, 
the latter has similar petrographical properties to the former and gradually 
merges to the host rock. Most of the orbicules show ovoidal form elon- 
gated parallel to the schistosity of the matrix, the boundary between the 
orbicules and the matrix being sharp. The orbicules consist of plagio- 
clase, green hornblende, brown biotite, and small amounts of quartz and 
potash feldspar as essential minerals, of magnetite as accessory minerals. 
Several types of orbicules are observed, though their petrographical fea- 
tures are not so different from each other. 

The most typical orbicule consists of four concentric parts, namely 
nucleus, inner zone, radial zone, and outer zone. The nucleus is medium- 
grained and dioritic, the inner zone being fine grained and dioritic. The 
radial zone is characterized by the radial arrangement of plagioclase, while 
in the outer zone plagioclase and mafic minerals are arranged tangentially. 


1) W. Q. Kennedy ; Am. Jour. Sci. 25, 239, 1933 
2) Turner and Verhoogen; Igneous and Metamorphic Petrology, p221, 1951. 
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Two kinds of plagioclase are noted. The coarse-grained crystal is so- 
called mantleblast with calcic core (bytownite-anorthite) and sodic rim 
(oligoclase-andesine). The fine-grained crystal is granular and occurs often 
as mosaic aggregates. Twinning after albite-Carlsbad and Carlsbad law 
is common. In the radial zone, polysynthetic twins after albite or peri- 
cline law are combined with Carlsbad twins, showing very complex and 
interesting feature twinning. It is assumed that the orbicular rock under 
question is derived from some gabbroic rock by some migmatitic action 
under the addition of granitic matter, and its concentric structure is formed 
during the process of metasomatism probably by so-called metamorphic 
differentiation. At later stage the orbicular rock and the host was de- 
formed under stress condition due to the ow movement of the mass. 


ERNIE 
球状 岩 は , わが 国 で る も , BRHF) CHARA”, 筑波 地方 3 の も の は 古く か ら 知 られ , 
Sik, 飛 弾 山地 , 丹沢 山地 か ら ゃ も 産 す る こと が 報告 され , 石岡 孝 吉 の 総括 に よ se & 10 


箇所 の 産地 が あげ られ て いる 。 筆者 は 昨年 岩手 県 下閉伊 郡 安 察 村 附 近 を 調査 し た 際 , JIA 
附近 で 球状 岩 の 露 頭 を みい だ し た 。 こ の 球状 岩 は 北上 山地 で は 初め て の i 岩石 
学 的 性 質 を 記載 し , tC CARADOC, =, SOBRE TOK 


研究 に あたっ て は , 石井 教授 , TH, 植田 両 助 教授 お よび 八森 教授 の 御 指導 を 頂い た 。 
RL, この 研究 に 要 し た 費用 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よる も の で ある こと を 明記 する 。 


I] 地質 の 概略 と 球状 岩 の 産 状 
RAMI ARI, hive, Dae, Ales, F-r—-bhRK URED be SHER L, 


SNE TEMBR SR て いる 。 堆積 岩 は N30°~40°W の 走向 で , 50°W に 傾斜 し , 
みか け 上 は BAe 示し て いる (第 1 図 '。 堆積 岩 は , TER BO BAM (一 部 交代 作 
AA) ic k OC, HD 6 BRA ARCS, ホル ン フ ェ ル ス , 


黒雲 母 片 麻 岩 に 分 帯 され 


4%), 田野 畑 花 内 岩 ) は 骨 相 の 変化 が 著しい が , COMECALNZORNESZMRE 


(UAH), RAE k UR AOHBE tS EA, 一 般 に 不 均質 で ある 。 流 理 構 
人 造 が 著しく , 川 吾 附近 で は 黒雲 母 片 麻 岩 , 右 灰 岩 に 対し て 整合 導入 の 関係 を 示し て いる 。 


1) APR > WHE, 41, 122, 1929 
EWERIE : 地学 雑 , 42, 236~237, 1930 
河野 義 礼 | SME, 20, 14.25, 60~70, 1938, 22, 118~129, 1939 
入内 英雄 ; HGR, 22, 75~105, 107~123, 1939 
鹿 間 時 夫 ; 地質 雑 , 58, 154, 1952 
2) ARG AAI AEE 
3) BARMIE Ba) 10, 151157, 211.222, 1933 
4) GMs ; J. Earth Sci., Nagoya Univ., 1, 85~106, 1953 
PA © ARMIZES © AREBE ; HEME, 61, 365, 1955 
5) KLEM= ; 地質 雑 , 58, 516, 1952 
6) 変成 央 に つい て は 現在 研究 を 継続 中 。 
7) 石井 清彦 , TRB. 植田 良夫 ; Bak, 39, 177-189, 1955. 
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ERK ald ABSORB 500m OFF OBRICA SNE, BREEAM, 
WI DBORR MRE TOW 1m, 延長 3m の 部 分 で , N&O°W, 60°S の 母 岩 の 流 理 に 平生 
に の びている 。 そ の 中 に 含ま れる 球状 岩 も 椿 円 体 状 で , VRC EA EL Boe. 
球状 岩 は , いろ いろ な 珍 の も の が 散在 し て , 1mx0.3m の 露頭 面 で 2( 数 ケ が 数 えら れ た 。 

FICS, 片 理 の 発達 し た 角 関 石 一 黒雲 母 岩 の パッ FPRARORBRE EO, Bs 
より や や 不 均質 で ある 。 


1) 


TTL RPRAORRHWHEA 

RR AAR A, BA, MED SAD, 球 題 の 構造 か ら 次 の 如く 分 けら れる 。 
1 型 一 放射 状 帯 の ある も の 

a Shir ( 功 線 状 帯 ) の ある る の (I の A) (第 2 図 A, 第 3 図 A) 

b MPR. PRA REHOAKO hoc BABOMS OSS YO (1 oC) (第 2 

SB), それ の な いも の (1M B) 

I 型 一 放射 状 帯 の な いも の 

a 中 料 隊 緑 岩 質 の 内 核 の ある も の (110 L) 

b 粗 炒 優 黒 質 の 部 分 を 内 核 と する も の (II の S^) (第 2 図 A) 

次 に 各 帯 の そ を なわ つた 代表 的 な 球状 岩 (の A) の 性 質 を 述べ z。 長径 約 9cm OFF 
な 橋 円 体 を な し , PRR EROREL, その まわ り の 1 へ J).5cm OF s OMMPIGEA 
の 内 帯 』 1.5~2cm の 放射 状 帯 , さら に 長 外 側 の 0.2~0.3cm の 切 線 状 の 外 帯 の 4 っ の 部 
分 か ちな っ て いる 。 内 核 と 内 帯 は 少 移 的 で ある が , WARE, OMIA AE BOK 
Wk, 優 白 質 な 性 質 に よっ Cho LL XU LKWSNZ, HLM ORR 
tL Cot, RABE, RME LO EOC, SKM RABEERL THOS, 

IV 球状 岩 の 顕 微 鏡 的 性 質 

主 成分 鉄 物 は , HRA, APA BAC, ICA, カリ 長石 を 伴う る の る ある 。 

PEK, RBA ED 一 成分 は 少量 含ま れる に すぎ な い 。 容積 比 ミ 第 4 Bice Wize ft 
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OD 


AM ¢ BARR ere ecRnks 
(IMC) x3/4 


第 3 図 A BH 


帯 の 鏡 下 で の 関係 第 3 図 B we Tit OSA D FAME DLE, 
Fis, 0O: 外 帯 Roo BORE 
I: Att x9 Fu 
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MRD 同 (モザ イク ) BK カリ 長石 ERE 
・H 


IDB, IDA, LOL: BABS 1: BRAK NOH) 2: 暗色 包含 物 
(R: maki, 1: Ae C: Aw) 


BED FEZWNER IL, 各 型 を 通じ て 大 き な ち が い が 認 め ら ちら れ な い 。 以下 で は 各 型 を ま 
BE ait 

- AR AR, ARTA, RESNERS CHS, 少量 の 石英 , カリ 長石 お よび ご 
< see ap る も の も ある 。 PAN RA AME AR LOO] AM, 部 分 的 に は 
料 状 と 谷 長 石 が 寄木 状 に 集合 し て いる 。 斜 長石 に は 大 き さ が 三種 あっ て , その 一 つ は , 2.5 
~3mm で 大 部 分 が 石灰 質 の 核 を も ち 半 自 形 で あぁ る 。 他 の 一 つの 寄木 状 の 部 分 の 小さ な 
Be Alt, 0.1~0.3mm の 粒状 他 形 の 結 品 で , 石灰 質 な 核 を も つも の は 少く , 大 き な 結 
呈 を 交代 し て いる 。 PBA als, 他 形 な い し 半 自 形 で , その 大 き さ は 変化 に 宮 ん で いる 
が , 2~3mm 程度 の も の が 多い 。 X=KRRA, Z=ARA. ni(110)=1.641, n,(110) 
=1.672, 2V〆==68。(100) 上 の 双 卓 が お まれ に 認め らち られ, また 中 心 部 に 不 規則 な 形 に カミ ン 
グ ト } ト ナイト を 含む も の が し ぼ ば し ば 認め られ る 2Va=88~93, BER, 角 関 石 に 比べ て 
量 が 少く , 半 自 形 で 1.5mm 以 下 の も の が 多い 。 X=KRME, Y=Z= th, 7=1.640, 
BRIER CARAOMEHED, カリ 長石 を 伴う 場合 が 多く LOA, UOL), WENA 
光 を 示し て いる 。 カリ 長石 る 少量 で , hE UCARAOHM TD, その 接触 部 に は ミ 
ル メ カイ ト を 生じ て いる 。 徴 斜 長石 構造 を 示す も の も み ら れ る が , 多く は 破砕 され て ,;: こ 
PwoAINALEU THOS [の じ に み ら れ る 内 核 の 中 心 の 優 白質 部 は , KREG, WUE 
A, 右 英 が ら な り , 中 尊 関 緑 岩 質 の 部 分 と は , や や 不 規則 な 輪郭 で , 破砕 され た よう な 状 
熊 で 接し て いる 。 カリ 長石 は 約 7mm の 大 き な 他 形 の 結 品 で , MANIC A A HE 
め ら れる が , 大 部 分 は こま か い 割 れ 目 を 生じ , 波動 消 光 を 示し , NWS 石英 も 破砕 
状 で 波動 消 光 を 示し て いる 。 

2 AS MOMMA LIELA EAMES MMR CH Bo 

3 RETR Fe A, 内 帯 と 似 て いる が , 倖 長 石 の 量 が は る か に 多い こと と , カリ 長石 を 
含ま な いこ と が 特徴 で ある 。 放射状 に 排列 し た 半 自 形 な い し 他 形 の 3.5~4.5mm の 大 き 
な 斜 長 石 と , その 間 を 塩 め る 小さ な 祭 長 石 , 角 了 関 石 , BEEPS, て いる 。 放射 状 の 大 
x tees, FPG, BBC LYUMAENT. で こと こ ほこ し た 形 を 示し て いる 。 く さく ざさ ざさ び 状 
に 伸び た も の る み ら れ る 。 まわ り に Tim 状 に ソー ダ 質 な 部 分 を 生じ て いる 論 , BLL 
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mo 


SB Di RAS 


EL IMERRDEERT VOID Yo それ 以外 の 伸長 石 は , 1mm 前 後 で , 


Fete & 


な し , HERERT VOL, それ より 小さ く , 0.5mm 以下 で , BAR MBO SAK 


SS 


4 eS 


し て いる も の と が ある 。 
BRAY DRA 
BARE 73 Cla AIAN 
し , と くに 石英 は 咳 み あっ て 終 合 状 を な し て いる 。 全体 的 に 破砕 構造 を 示 


向 に 排列 し た 部 分 で , 小さ な 角 
7 ん で いる 。 SNHEOM FEY TC, 


Poe FRO RES 


HIE CBSA, 


の 結晶 も 
Ae FEE 
波動 消 光 す 


し >’ 


る も の が 多い 。 放射状 帯 と の 境 は 不 規則 で , THLE ¢ OSNIDHERERL CO So ARG 


va, 半 


不 規 則 な ] 


1 充 嘱 岩 


yas 


び 


を も っ な た 大 き な 結 品 と , 大 英 お よび カ み ! 
に 寄木 状 組 織 を 示し て いる 。 角 
質 な 核 は 球状 岩 


wR WIAs 


く , 破砕 され て , 割れ 目 


ERT 


な いし 青 緑色 で 他 形 , RE 


PK, AERC, 


VERMSSBLCRS 


形 な いし 他 形 で , 1.5~2mm で , 大 部 分 が 外 論 状 を 示し て いる が , 右 灰 質 な 核 の 
形 は , 虫 く い 状 の も の が 多い 。 双 品 は 放射 状 帯 に く ちら さ る と や や 単純 で ある 。 ANAlS 
Sm DR Bees 04mm DPS 


HRCH So 


NA, 


is 


Sk) POMMACHS. SRA BH VIRAL 
a. 雲母 か ら な り , EHEOWMBGRRELEC US. SRAKIZERERE 
BAL & VICE SANGER て , 


部 分 的 


母 は 片 状 に な らん で いる 。 KERSRAOAK 


の も の より さら に 不 規 則 な 形 を 示 
アルバイト ーー ルス ペッ 


40 る EET る 


と る も に 波動 
BEA /A\ HAIR CHE, 


2838 OU 


Al 


CwSo Jali 


HHO Bee 
Gk, PURE REL COS, BRN E C, AEA 
BV LEA 


ES Sek 
TSS 


NA, 


) Aa, 角 


B (An%40) は , s67fRE CHR HP HERES FEEL CW So 


し , 容積 る 少く 交代 作用 
}MEREEELT ペリ クリ ン 双 唱 の 発達 が 
を 緑 泥 石 が うめ て いる 。 石英 は 他 形 , カリ 
DS 
その 他 , WRK, BREE EA COS 

, BRP bY, DEO RR 
大 組織 を 示し て いる 。 SEA, 

形 1.5 へ ~2mm で , PIE LMU ESCA ALE (An% 54062) を 持っ 
て いる が , 核 の 部 分 が 不 規 則 な 形 を し て いる こと , MEI 


の 和信 バ と 


長石 は 斜 長 右 と 接する 
角 陸 石 は 黄 緑色 


REL Oo4Z LER EO RMS 


TMA }—-D-WA 


Ay PRE BEL, 一 部 に は それ に ペリ クリ ン 双 唱 が 組合 わ さ っ て いる 。 BHI AE 


AOR & ABE 


KAEBESE LORS. X=, 2-8 
2Ve=55~57,5 
Z=s, 1.652。 容積 比 は 第 4 


ae 


> E = 
> < ’ 黒雲 


3 BEAaY 


Gig ecp 


OR 


RD 50 へ ~S0cm の 大 き さ の も の も み ら れ る 。 
に 伸長 し た 統 氏 形 を 示し , 
RAL, COM TID SACKMLBOAR, 


| な 形 を し て うめ , 波動 消 光 を 示し て いる 。 角 
iis 


Ra 
TSS 


\i| AE a RESIS AS < OIG 


fA 


図 に 示 Lee, RRBOANKRLE LEnSet, 
BEEP PHS, 石英 は は る か に 多く な っ て いる 。 
AASMRA LH, 
大 部 分 は 数 cm で , 
すま 岩 と の 境 が は っ きり し て いる 場合 が 多い 。 半 


関 石 は , 他 形 で ポイ キリ ッ » ク 
fi, n,(110)=1.672, n,(110) =1.684, 
母 は 片 状 他 形 , 一 部 は ポイ キリ チッ ク グ で ある 。 KHWRB 


fe 


Ee Wee 
Nae 


川下 附近 に は , 
母 岩 の 片 理 に 平行 


自 形 な いし 他 展 


IAA, 黒雲 坪 お よび 少量 の 磁 鉄 鉄 か ら な 


り , Aiea (PRP AT, FY 7) 組織 を 示し て いる 。 有 成分 鉱物 の 性 質 は 母 岩 と 殆 ん ど 変 


り が な い o 


4 Mie tie, BAe AMA... wi 


Na RAB LUSEOREE, Rare 


ネル , PRBS So HUGE Vv TAG, SORE IS Mk ¥ PNT GD FD 
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に 縁 を な し , その まわ り は 角 関 石 に と りか こま れ て いる 。 MAME YD AMC SERGE 
生じ て いる 8 
VI 幸長 の 性 B 

! HEAR 混成 作用 に よっ て 生成 され た 花 賠 類 に は , 内 部 と 周辺 が 著しく 成分 の る 
が っ た 部 分 か ら な る 終 長 石 が し ば し ば 認め られ , Hype PERAK? SRT CML 
く 記 載 し て いる 。 唐 木田 は , 背 振 山地 の hornblende hybrids の 報告 の 中 で , この 特異 な 
構造 を 持っ LARA LSA (mantleblast) と 呼ん で いる 。 AR LERRECARG 
(と くに 内 核 と 内 帯 ) も それ ら と 非常 に 良く 類似 し , 共 通し た 成因 を 嗜 示し て いる 。 三 , =O 
Ae 第 5 図 に 示し た 。 放射状 帯 の 大 き な 結 品 で は , 外 次 の 幅 が せま く , 0. エ 0.2mm 程 度 
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で 部 分 的 に 生じ て いる に すぎ な い が , 内 帯 , 内 核 で は 良く 発達 し , 結晶 の 半分 以上 の 容積 
を 占め て いる も の も み ら れ る 。 和 僅 長 石 の 内 部 は 不 規則 で 虫 く ぐい 状 を 示す る も の も ある が , & 
卓 外 形 に 平行 な 輪郭 を も っ DOP, 分 離し て ブロ ッ ク 状 7 を 示す る の も みな られ る 。 Imm 
以上 の 結 唱 に 外 座 が 著 じ い が , それ 以下 の 大 き さ で 寄木 状 の も の に も か な りみ られ る 。 各 
fr EU CT, 人 鈴 長 石 の 内 部 に は 系 … 帯 構造 が 全く 認め らち られ な い が , 周辺 を は わずか に 認め ら 
れる も の も あぁ る“)。 AM, 周辺 と る に 全然 変質 し て いな い 。 両 考 の 結 品 学 的 方 位 は , 一 般 
に 等 じ く , BBB TV 4b, カー ルス バッ ト な どの 双 唱 合 接 面 が 連続 し て いる 。 

2 RD” (第 1, 2 表 ) 外 卒 変 唱 の 内 部 と 周辺 で は 著しい 成分 の 開き が あ る 。 外 次 変 品 の 
内 部 の An% は , 放射 状 帯 で は 68~94, 平均 80(15 ヶ の 平均 ), 内 帯 で は 90~92, 平均 
91(4 ヶ の 平均 ) , 内 核 で は 67~93, A 
い の で 高い 値 を 示し て いる が , 各 帯 で 成分 の 差 は ほとん ど な い も の と 思わ れ , MRE 
いし 灰 長 石 で ある 。 周辺 の 成分 は : 放射状 帯 で は 41~45, 平均 42; ees 内 核 で は 
37~56, 平均 46(6 ヶ の 平均 ) で ; 両者 の 差 は 小さ い 。 寄 未 状 の 余 長 石 の 成分 は や はり 40 


1) 小 出 博 ; 東大 演習 林 報 告 , 30; 69~95, 1942 
2) 唐木 田 芳文 > 九 大 理研 報 , 地質 3 る , 21~30, 1941 
3) 赤 域 の 球状 岩 の 和 斜 長 石 に も この よう な も の が み ら れ る こと が 記さ れ て いる 。 
HL; 地 調 報 139, 1~18, 1951 
4) 石英 図 緑 岩 や 暗色 包含 物 の 外 卒 変 品 で は , 周辺 部 が oscillatory zoning が 著しい 。 
5 測定 は ユニ = バー サル ステ ー ジ に よる 。 BYCMAMOMEBE Reinhard の 図 に プ 
ロッ ト し て 成分 を 定め た が , Kohler angle お よび 2V の 値 に よる 方 法 を 併用 し た 。 
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第 1 表 KHRPOMARADER 


ohl - 

結晶 Rk pears We eee 
番号 個 体 Rm WK An% An% Wa An% 

B) albite-Carlsbad 68 71 100 83 
: 

c) pericline 80 80 
15 9) albite-Carlsbad 76 73 94 73 
20 | albite-Catlsbad 75 80 

me . 72 a as 90 68 
19 B ) albite-Carlsbad 47 47 84 42 
17 =) albite-Carlsbad 70 72 
16 3) albife-Carlsbad 73 77 
26 2) albite-Carlsbad mid な 
7 4) albite:Garisbad 90 88 94 73 
30 =) Carlebad 82 80 
ee albite-ala B 94 
28 By) 2 Cariewad 59 60 
結 品 番号 は 第 5, 第 7. 図 と 対応 する 。 


へ 435, 平均 42(5 ヶ の 平均 ) の 値 を 示し て いる 。 す な わ ち , 周辺 お よび FAROAKAO 
値 は ほぼ 等 し く , 中 性 長石 で ある 。 斜 長 石 の 高温 一 低温 型 に つい て は , An70% 以上 で 
は 両者 の 区 別 が な いと 言わ れ て いる リリ OF, 石灰 賀 な 内 部 の 値 は 問題 に な ら な いと 思わ れ 
る が , Kohler angle” に よる と 約 半 数 が 高温 型 を 示し て いる 。 周辺 お よび 寄木 状 の 中 性 
RAL, 測定 個数 14 ケ の うち 10 ヶ が 低温 型 を 示し , の こり の 4 ケ ヶ は 確か で な い 。 ア ル ベ バ 
イィ トー カー ルス バッ ド 双 上 品 の 双 上 唱 軸 を , 光 軸 面 を 投射 面 ど と し た 図 (Kaaden3) に ょ る る も の 


) Tuttle, O. F. & Bowen, N, L. ; Jour. Geol. 58, 572~583, 1950 


1 
2) 原著 に 接する 機会 が な く , 加納 博 氏 より 項 い た 図 の 写し に よ まう te 
3) Van der Kaaden, G.; Thesis Geol. Inst. Utrecht Univ. 1951 
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2 内 部 と 周辺 に お ける 双 品 の 関係 
る 


= a > Konleran- き 
結 品 De — et te ま gle に よる 2V に よる 
番号 | fa fk ese al se An% An% 2Va An% 
961 A-B ,albite-Carlsbad 87 88 
Ie lBy " 45 45 
9 A’-B’ albite-Carlsbad 72 75 90 68 
+ A-B wt 47 47 84 42 
ae A’ B’ albite-Chrlsbad 67 69 92 7h 
AaB ” 37 37 
35 | A’-"BS albite-Carlsbad 74 80 82 88 
RA B iu 48 46 
3 A’-B’ albite-Carlsbad 80 81 96 75 
| A-B a E— 47 47 78 46 
ae A’-B’ albite-Carlsbad 72 80 
| A-B i” 53 53 
po A=B albite 88 86 100 83 
Bil AB” 3 48 48 
RB albite-ala B 70 
3 A-B albite-Carlsbad 45 45 
39 | A’-B’ Carlsbad 93 95 
AB albite-Carlsbad 56 53 


ee ee EE Ria es i, 
で , Pl (MBO GRAB PCOS”) に プロ ッ ト し た (第 6 図 )。 な お , He 
DERAD BBO BRICKS An 成分 は , 低い る の が 44~53, 高い も の は 81~85 
を 示し, 内 帯 , 内 核 で も ほ ば 同じ 値 を 示し て いる 。 唐 木田” に よる 外 卒 変 品 で は , 内 部 は 
An82 へ 85 周辺 は 51~53, 寄木 状 の も の は 51~50 で , 球状 岩 の 成 分 と 殆 ん ど 同 じ 値 を 
示し て いる 。 球状 岩 で この よう な 外 座 変 唱 を 示す も の は , 日 本 で は まだ 報告 され て いな い 。 
外国 産 の も の で は , Idaho の Buffalo Hump?) の も の が An36~28, また Sweeden の 
Slattmosa4) の も の が , 曹 灰 長 石 な いし 中 性 長石 の 成分 を も っ て いる が , MEMEO 
無 に つい て は 記さ れ て いな い 。 

今 ま で の 文献 に よる と , 球状 岩 の 和 斜 長石 は , 大 部 分 が 灰 草 長石 な いし 中 性 長石 で , Es- 
kola の Esboite®) < 相当 し て いる 。 日 本 産 の も の も, PFE) や 赤城 の も の を の ぞい て 


1) 従来 用 いら れ て 来 た Réinhard の 図 は 低温 型 を 示し て いる 。 
2) 唐木 田 ; 前 出 
3) Goodspeed, G. E.; Am. Min., 27, 37~47, 1942 
4) Tohannsen, A.; Descriptive Petrography of the Igneous Rocks, II, Chi- 
cago, 1932 
5) Eskola, P.; Jour. Geol., 46, 448~485, 1938 
6) 原著 に よら ず , 石岡 の 総括 を 参照 し た 。 
~ 7) NEA; BH 
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aOR TUN b—A-MANY KE Rea は 大 部 分 が や は り KER 
Dine ORE 石 な いし 中 性 長石 で , この 
( 光 軸 面 を 投影 面 と し た Kaaden PR) 珠 状 央 の 周辺 お よび SRR 
SEB OE CPDL Co So 
| 3 MEW RRKECAR 
Bli, DW-WA%yY F BE 
ane の テル ルス 


» FREOMEA 普通 で , 

42x2Q CMY に 富ん で い 
Bo 放射 状 帯 の 斜 長 右 は , 

伸長 し た 結 品 で, LERNER 
単 な アル バイ トー カー ル ペ 
ッ ド 双 品 も ある が , それ ら 
に 格子 状 ま た は BD OFBF 
INAV 7 Vy MDS 組合 
わ さ ラ て BHA Mine LT 


e Saleen 7 図 )。 ペ リク リン 双 上 品 が カ 
8 OCHS... 高温 a Tate Fk 
a. Rie oe ee 
に 関し ほ ぽ 対称 に 斜め に 交 
わっ て いる も の は 島 の 羽根 の ょ うな で か た を し て いる 。 双 唱 の 測定 結果 に よる と , 大 部 
BRT WN }-—B-WAMs ECBM—WARYy Fs TUNA HTT BO =ROS 
ie BAIRD YO, カー ルス バッ ド も ある が が, アル バイ ト が 多く , 双 卓 の な いも の は 少 
。 外 論 変 唱 の 内 部 と 周辺 で の 双 上 品 の で 方 を 示す た め に , 第 2 表 に 整理 し た 。 測定 箇 数 が 
少 い が , 双 品 型 式 の 等 し いも の が 多く , も ちがう も の で る 接合 面 が 一 致し て いる 。 At LAK 
VL OR WORMS LIZA NSM, ペリ クリ ン 双 上 品 は 極め て 少 い 。。 CN HORE RK 
品 は 従来 二 次 的 双 品 と 考え られ て きた )。 こ の 球状 岩 の , と て に 放射 状 帯 の 褒 片 双 卓 の 生 
成 の 時 期 を 知る た めい に 注意 し て 観察 し た 。 Al, 内 核 の 斜 長石 に は , 771 RA Ma 
は 認め られ る が ペリ クリ ン 或 片 双 品 は ほとん ど 認 め ら ちら れ な い 。 放射 状 帯 で は , アル バイ 
ト 栓 片 双 唱 が 内 部 か ら 接 続 し て 周辺 に も 発達 し , また 周辺 部 の み に 生 じ て い る も の , 内 部 
に 接続 し た アル バイ ト 双 品 が 周辺 部 で 細く な っ て , RMF SORASNSoNAV7IVVR 
片 双 朗 の 場合 は , 内 部 と 周辺 の 境 で , 成分 の ちがい に 応じ て 接合 面 の 方 位 が 変る の で , KR 
片 が 屈曲 し て いる の が 観察 され る (第 5 図 )。 HE CE 倖 長 石 は 波動 消 光 を 示し , RAD 
拉 曲 し て いる の が み ら れ る 。 こ の よう な 関係 は , 放射 状 帯 の アル バイ ト お よび ペリ クリ ン 
褒 双 品 が 斜 長石 の 周辺 に 外 卒 構造 が で きた の ち に 生成 され た こと を 示し て いる よう に 
思わ れる 。 と くに 著しい ペリ クリ ン 論 片 双 品 の 生成 は , 放射 状 帯 の 形成 (放射 状 排列 を 生 
ee と ) に 関係 が ぶ が あり, LD DHPPOAM LCNICE 5 AREER Ic kD eth SN TWH 


) 45 ; Am. Min., 36, 884~901, 1951 
423 ; Sci, Rep. Yokohama Nat. Univ, 1, 87~96, 1952 


tS 


いる も の が 多い (第 ! 表 , 第 ・ 
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- 第 7 図 RHR DO BH DM 
No. 20 No. 11 No. 5 


BSR, 第 7 図 の 数 字 は 結晶 の 番号 を 示す 。 第 ! 表 と 対応 する 。 


OC, 破砕 され る 前 に 生成 され た も の で は な いか と 基 え られ る リリ 。 他 の 地域 に 産 す る 球状 
岩 の 放 射 状 帯 に も , DEF BRA MBBAMAN COS 赤城 産 *) の 白色 帯 に る 不 完全 
ZAVIVYRER, また ひだ 天 生 産 3 の も の に も 桑 片 双 品 の 発達 が 記さ れ て いる 。 EE 
Lz?) の 球状 岩 の 放 射 状 の 稚 長 石 は , 直接 観察 し た が , アル バイ ト , SU7Y YORE 
双 品 が 発達 し ,. 一 部 は 格子 状 に な っ て いる 。 また , Buffalo Hump? の る の も , アル ババ 
Ab, RYUTVYREOMA TC, 特徴 的 な 笑子 状 を 示し て いる と 記さ れ て いる 9 この よら 
な 共通 し た 性 質 は 注目 する 必要 が ある と 思わ れる 。 


AWS Ble 95 Fe RSE CA TE 

FRRREOMAIOW CE, いろ いろ な 説 が ある が , 交代 作用 に よる と 考え る 人 が 多い 。 

この 球状 岩 も る も 上述 の 性 質 か ら 交 代 作 用 に よる も の と 考え られ る 。 以下 で は 二 , 三 の 点 に 
NSE AE Ge =F 全て みた いる 
1) BALMER この 球状 岩 は , ABARAT DD, 内 核 に カリ 長石 が 多く ; BRAD 
An% が 各 帯 で 同じ 値 を 示し , 充 塩 岩 % 混成 岩 的 で ある な ど , BARA ICIS 説明 し が た い 
性 損 を 持っ て いる 。 有 有色 鉱 物 は , 角 図 石 お よび 黒雲 母 で , 角 関 石 に は カミ ング ナイ ト を 含 
な る の が み ら れ る が , 大 部 分 は 普通 角 関 石 で , 源 岩 の 性 質 を 覗 う こと が で き な い 。 

LOL, 多 卒 構造 を な す 鈴 長石 の 内 部 が , 亜 灰 長 石 な いし 灰 長 石 で ある こと , 比較 的 結 
上 唱 が 大 きい こと , 関 緑 岩 質 組織 を 示す こと な どか ら 判 断 す る と , MASHER CHS 
る こと が 推定 され る 。 そし て , この 球状 岩 は , この よう な 源 岩 が , 花 賠 岩 質物 質 の 供給 の 


1) 放射 状 帯 に た だ け 著 し いこ と , 破砕 以前 と いう こと な どか ら , 全体 と し て 変形 を 伴 
う よ う な 偏 圧 の 影響 と は 考え られ な い 。 


2) AHL > 前 出 
3) 石岡 ; 前 出 
4) 竹内 ; AHS 
5) 河野 ; 前 出 
6) Goodspeed ; Ait 
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も と に 交代 作用 を うけ て 生成 され た 一 種 の 混成 岩 で ある こと は 次 の よう な 性 質 (1) 部 分 
的 に 寄木 状 組 織 を 示す こと , (2) 大 き な 結 晶 が 小結 晶 に よっ て 交代 され て いる こと , (3) 
鈴 長 石 の 多く が 外 論 構造 を 示す こと , (4) 外 座 変 卓 の 周辺 と 寄木 状 の 小結 晶 が 同じ 成分 
BART LL, HEMSBASNSo TOK, MEAN CREEKS, LOLI RISA 
交代 され て 生じ た も の は , ほとんど み ら れ な い が , Nockold) 18 基 性 包含 物 を 交代 し た 
球状 岩 を 報告 し て いる 。 交代 作用 の 点 だ け か ら は , 前 述 の 唐木 田 *) の hornblende hy- 
brid?) と 非常 に 良く 類似 し て いる 5。 
2) 球 題 構造 : 球 題 は , 成分 鉱物 の 量 比 や 粒度 の 差 に よっ て , 内 核 , 内 帯 に わか れ て いる 

が , この よう な 球 題 の 同心 円 構造 の 形成 は , 変成 分 化 に よっ て 説明 され て いる 場合 が 多い 。 
この 球状 岩 も , や は り 交 代 作 用 の 際 の 一 種 の 変成 分 化 に よる も の と 考え られ る 。 また K 

射 状 に 排列 し て いる 食 長 右 は , 急激 に 成長 し た も の と 療 えら れ て 来 た 。 赤 城 産 *′ の 球状 岩 

DERCHRAI, その 良い 例 で ある 。 し か し , LORRBORBNRKOSREA CX, ER 

INIA KE BROS AC, 球 題 生成 の 際 に 卓上 出し た と 考え られ る の は , せま い 周 
辺 の 部 分 だ け で , むし ろ , 全然 周辺 の な いも の が 多い 。 こ むれ ら の 大 き な 斜 長石 が 放射 状 に 
排列 し , LOM BSAROSRA CANA, 黒雲 生 が うめ て 放射 状 帯 を 形成 し て いる の で 
ある 。 徒 っ て 前 の 場合 と ちがっ た 別 の 機巧 を 考え な けむ ば 説明 で き な い よう で あぁ る が , AA 
ら か に する こと が で き な い 。 な お , 新生 欠 長 石 に じ C 双 上 品 が か な り 認 め ら れる こと と 後述. 
の 変形 の 説明 が 容易 に な る こと か ら , この 過程 が , —BABRECHONK LARD 
STR E DIBA DNS 

球 題 の 変形 。 PRE OVE OLINC OUT ke ERA ARO 4 OMS, し か も 
HX OPRMORMIZ BRE LCOS また , 球 題 の まわ り SRE SHC) は 破砕 状 を な 
じ , 二 次 的 な 片 理 を 生じ て いる 。 一 部 に は 山 れ た 形 を 示す る の る みな られ る 86。 ZOEARB 
ReASL, 球状 岩 が まだ 紅 性 を 失わ な い 状 態 で 周 暑 の 岩石 と 同じ 偏 圧 下 に お か れ , AG 
EF) UAV CERMDNS. そし て さら に , 球 題 が 固 結 後に 動い て , FEL OMICE 
BEAU, WHET VOLBRSNDo LOL, RM EMBO MMAIFMICR COT 
いる の で , これ ら が ほとん ど 現 在 の 関係 位置 で 生成 され た も の と 考え られ る 。 EO, FE 
堀 岩 と 母 岩 お よび 暗色 包含 物 , 捕獲 岩 状 の 夷 煽 岩 と の 関係 な ども 問題 に な る が , 十分 明 ら 
UE RE RR 


iE 


1) Nockolds, S. R.; Geol. Mag., 68, 499-506, 1931 
2) 唐木 田 ; BUH 
3) “Hs 前 出 
4) Roy も 同様 に 説明 し て いる 。 
Roy, (RG; Am Sc 2505 70952 
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{VFA(PIAbMALHMt4—-#B 
On the indialite crystal 


Z VR 孝 (Kozo Sugiura)* 
=, <3 ~aee(Shoyi sPeradays 


(11 


Abstract : Besides a typical hexagonal pattern, several weak diffrac- 
tion lines are discernible in the X-ray powder photograph of a synthesized 
indialite. It seems that the weak lines are caused from the presence of 

_ super-lattice or crystal-distortion in the indialite lattice, and therefore, 
the crystal is not necessarily hexagonal in tne strict sense of the word. 
Thus the optically biaxial character of the indialite corresponds with the 
appearance of the weak diffraction lines. 


近年 , 都城 秋穂 等 に より , コー ディ —-F74 } (cordierite) OMBARRLLT, 4 
ン デ ィ アラ イィ イト (indialite) の 存在 が 確認 され た 。 MEBBADNAGR (V1" Riz 
Vn) に 属す る こと は 古く より 知ら れ て お り ?*)3), 後者 は , 都城 等 の 交 線 的 研究 に より , 
FRAG (Den?) に 属す る と 結論 され た 。 し か し 。, MESA YF, アラ イト と 同定 され 
た も の の 多く は , 光学 的 に は 月 らち か に 2 軸 性 (光学 性 負 ) で ぁ つ て , その 光 軸 角 も 0~83° 
と 測定 され , また , それ ら の 大 部 分 は 複雑 な 捧 六 方 双 卓 (六方 晶 系 に は あり 得 な い ) を 示 
し て いる 。 BREN, これ ら の 事実 を , 該 結 晶 の 光学 異常 (optical anomaly) に も と 
づく も の と 説明 し て いる 。 

eet, イン ディ アラ イト 結晶 に 認め らち られる, 前述 の 光学 的 性 質 と X 線 的 性 質 と の 問 
の 不一致 性 を 再 検討 する 為 , 筆者 の 一 人 杉浦 "が か っ て 硝子 失 透 法 に より 合成 し た イン デ 
4774 RO 交 線 紛 末 写真 と , イン ド , ボカ ロ 炭 田地 方 に 産 す る イン ディ アラ イト 
結晶 6) の 光学 的 性 質 と を 詳細 に じ ら べ 直し た 。 以下 , その 結果 に つい て 記 和 載 す る 。 


(1) X 線 粉末 写真 試験 
先ず , 前 述 の 合成 イン ディ アラ イト の XX 線 紛 末 写 真 を , 次 の よう な 条件 下 で 撮影 し た 。 


* 東京 工業 大 学 
1) A. Miyashiro, T. Iiyama; Japan Acad. Proc., 30, 746~751, 1954. 


A. Miyashiro, T. liyama, M. Yamazaki, T. Miyashiro; Am. Jour. Sci., 
253, 185~208, 1955. 

B. Gossner, F. Mussgnug; N. Jb. Min., 58, Abt. A, 213~227, 1928. 
W. L. Bragg; Zeit. Krist.; 74, 262~263, 1930. 

高根 勝利 , MARE ; Bm, 16, 101~127, 1936. 

A. Bystrém; Arkiv. Kemi. Mineralo. Geol., 15, B, 12, 1941. 


wr 


4) 前 掲 
5) 杉浦 孝三 ; 穴 業 協会 誌 , 59, 323~328, 1951. 


& 


MoE (MPBICKL OA VFA アラ イト で ある こと が 確認 され た 。 
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Sieh: Cu(Ni フォ ルター 使用 ), 電圧 : 25KV, 電流 : 12~15mA, カメ ラ 半 径 : 5.7 


LH イン ディ アラ イト の XX 線 粉 末 写 真 


(Cu Ke, r=5.74cm. as9.754, c=9.336KX 


Ob.d(KX) | Intensity 


Indices |Calc. d(KX). 


8.46 


10 


HWDOH © た ーー WOHMNO O 


SF ODO N 
an wo 


100 
110 
002 
012 


121 
122 
220 
032 
004 


131 
123 
Sapp 
132 
024 


230 
042 
231 
133 
140 


141 
034 
025 
224 
134 


330 


8.447 
4.877 
4.668 
4.086 


3:372 


3.132 


3.021 
2.635 
2.439 
2.411 
2.334 


22 
22229 
2.161 
2.094 
2.043 


1.938 
1.924 
1.898 
1.872 
1.843 


1.808 
1.797 
1.708 
1.686 
1.654 


1.626 


* : 長 時 間 露 出 に よっ て あら われ る 和 事 折 線 , 


し た 如く , 約 8°( 光 学 性 は 負 ) で ある 。 


4cm, FRAT READ: 約 15 時 間 。 そ 
の 結果 得 ら れ た 和 廻 折線 は , AA 
格子 , a=9.754KX, c=9.33 
6KX ELT, 正確 に indexing 
ANZA EMME BIR 
それ を 示す 。 

し か し , AIO ANOAIK 
は , 更に 詳細 な X 線 粉末 写真 が 
必要 な の で , 同一 試料 に つき , 
ほとん ど 同 一 条件 で , 次 の 如き 
長 時 間 露 出 を 行っ た 。 電圧 : 2 
0KVD, FaStRERH : 350~400 
時 間 。 か くじ て 得 ら れ た 写真 
に は , 既 述 の 廻 折線 以外 に , 数 
ALD ASG 7 STG RAS 認め ら _ 
れ た 。 そ れ ら の うち ,CuKg 線 に 
AICI BOE B®), 
ALORS 1 SVC PRIEST Soe 
Ab ORT RR OW Clk, 前 記 
の a, c 週 期 を 用 いて も, 全く 
indexing する こと は 出来 な い 。 


(7) 光 学 的 試験 


上 述 の X 線 紛 末 写真 撮影 に 
BALE AR 4 YF4 774 
ト 試料 の 光 軸 角 は , 前 回 に 報告 


wiz, V. Venkatesh? oeBMiz ib, KAUR (Bokaro Coal Field) 地方 に 産 す 
試料 を 入手 し た の で , その うち に 含ま れる 約 25 個 の 結晶 の 光 軸 角 を , 
経緯 鏡台 に より 測定 し た 。 その 結果 得 ら れ た 数 値 は , 44~45°, 52~53°, 5658? (光学 
性 は 何れ る も 負 ) の 3 群 に わか れ , それ ら の 中 間 の 値 を 示す も る の が 無い 。 

また , ボカ ロ 産 試料 中 の 結晶 に つき , それ ら の 双 卓 を 経緯 鏡台 に より し ら べ た 凌 果 , 何 
れる も 110 又は 130 を 双 卓 面 と する 擬 六 方 双 品 で ある こと が 確 め られ た 。 


A A 


1) 出来 得る 限り 白色 X 線 を 除去 する た め , 電圧 を 低く し た 。 
2) WD 線 に つい て も し じ し ら べた 6 
3) 


イィ ンド 地質 調査 所 (Geological Survey of India) 


to aoe eee. ae “= 499 


(3) 実験 結果 の 考察 ; 

前 述 の 如く , イン ディ アラ イト 結晶 紛 末 を Sic RMB XU CHENG RO 
うち に は , 普通 の 六方 格子 と し て の a, ce 週 期 で は 説明 出来 な い 。 MKORBARMAY 
られ る 。 この よう な 和 廻 折線 の あぁ ら わ れる 原因 と し て ; 先ず 考え られ る の は , 該 結晶 格子 中 
に 超 格 子 ま た は 格子 歪み の 存在 する こと で ある 。 た と えば , イン ディ TI eB 
に お いて , 六方 鎖 を 形成 する , 下面 体 配 位 の 位置 は , Sit? と AIH3 (5 : 1) で 占め られ て 
いる が , 両 イ オン の 分 布 状態 に 若 王 規則 性 が ある と する と , その 結果 , この 結 品 格子 は 超 
格子 的 性 格 を PU CRSZS CHS, この よう な 見 地 ょ り 問 題 の 微弱 線 を 再 検 討 し て みる 
と , これ ら は a=9.754KX, c’=9xc=84.024KX と し た 場合 , 次 の 如く indexing し 


得る 。 


Ob.d(KX) Indices Calce.d(KX) 
0119 3.918 
3.92 02 8 3.919 
3.76 0120 3.762 
0121 3.616 
3.62 0212 3.617 
3.23 0124 3.234 


も る もっ と も , これ は 問題 の 微弱 線 を 説明 する 幾 つか の 考え 方 の うち , その 一 つ を 例示 し た に 
過ぎ ず , 果して この 通り で ある か , どう か は , 更に 詳細 な 結晶 学 的 検討 を 要する 

し か し , 本 構造 が 超 格 子 を 構成 する に せよ , 或いは 格子 歪み を 有 有 する に せよ , その 結果 
ELC, それ は 厳密 な 意味 に 於 いて は , 必 ら ず し る ゃ る , 六方 格子 に 属さ な い の で ある か ら , 
光学 的 に は 2 軸 性 で ある こと る も 可能 と な る 。 既 述 の 如く , KHURRAM YT, アラ イト 
の 光 軸 角 の 値 が 不 連 続 性 を 示し た こと は , あたえ られ な た 物理 的 環境 に 対応 する 超 格 子 , ま 
た は 格子 歪み の 様式 に も , 不 連 続 性 が ある らし いこ と を 暗示 し て いる 。 
また コーデ ォ テラ イト の 粉末 写真 に も > インデ ォ ア ライ 下 の 場 合 と ほとん どど 同位 思 さ 
AFRO £3 7ST ERBAYD LNG Eb, 上 述 の よう な 超 格 子 , また は 格子 歪み は , コ 
ーー ディーラ イト 結 品 の 場合 に も 存在 する らし い 。 Gossner! 等 は , コー ディ ー ラ イト の 単 
結 品 事 転 写真 の 比較 的 内 側 に , 一 般 の 悦 線 に 乗ら な い 夫 個 の 投影 点 を 認め て いる 。 こ れ ら 
が , 上 述 の 廻 折線 に 一 致す る か 得 か は , 今後 の 研究 に 待た な けれ ば な ら ぬ 。 


本 研究 は , 東京 工業 犬 学 地学 教 密 で 行わ れ た 。 実験 全般 に わた っ て ご 指導 を 賜っ た 本 学 
山田 久夫 助教 授 , 科学 研究 所 中 平光 興 博 士 , ※ 線 実験 に お いて 有益 な ご 助言 及び ご 援助 を 
戴 い た 本 学 岩 井 津 一 講師 に 豪 心 よ り 感謝 申 上 げ る 。 まな た 費 重 な 試料 を ご 寄贈 下さ れ た イィ 
ンド 地質 調査 所 V. Venkatesh 博士 に も , 併せ て 席 意 を 表す る 次 第 で ある 。 
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MHKAAOBA TE RKRAO-B 
_A method of thin section making for powder specimens 


本 4 if ~BR (Sakuro Honda)* 


AVRO MRR OME EES IIL, その まま 通常 の 方 法 を 用 いる こと が で き な い 
DE, WACADAE (AFT RVYLCRSHE, MBAR Y PON 771A PRE 
の 合成 樹脂 で 固め る 方 法 ) WBBBSNCOSM, 中 に は 実際 に や っ て みる と , RIE 
く ゆ か な か っ た り , 高価 に つい た り , 牲 別 の 装置 を 要 し た りす る も の が ある 。 

筆者 は 最近 , NRA ORCA bn Cu Semele K.K. の ポリ 


ェ エス テル 樹脂 「 リ ゴ ラ ッ ク 」 (Rigolac)!) を 使っ CHRRHOMH OBES LC 好 結 果 を 
えた の で , と り 敢 え ず 紹介 する 。 


【 作 り 方 】 や や 厚い 板硝子 の 上 に 少し 厚 目 の 紙 で 作っ た 別 図 の よ ょ うな 筒 (大 き さ は スラ 
ィ ド グラ ス に の せる に 適当 な 程度 ) FOX, 


ae #K この 上 に ま づ リ ゴ ラ ッ (重合 用 触媒 を 加え 
rates て ある ) を 少量 加え , 次 に RABE 加え 


る 。 さ ら に 少量 の リ り ゴ ラッ ク を 加え , 必 要 が 
あぁ あれ ば ガラ ス 棒 で HAT So COE > KS 


AREAS 
間 放 置 す る と , リ ゴ ラ ッ ク が 固 結 する の で , 
Fok 固 結 じ た ら 板硝子 か ら と り は づ す 9 COR, MRF EM CCHIT OELIRYS 


MMS A 

こう し て 出来 た チッ STORM ETO BIE CHE L, 試料 の 面 が 外 に で て 平滑 に な っ な た 
上 レー クサ イド セメント で スラ イド グラ スズ に は りつ け , ASO AE CHEOBS ET 
で 研磨 し , カバ ー グ ラス を カナ ダバ ル サ ム で か ぶせ て 仕上 げ る 。 

な お , 脆い 試料 や 多孔 質 の 試料 で は 磁針 の ルツ ボ の 中 に リ ゴ ラ ッ ク を 人 れ , この 中 に 試 
料 を 人 れ て , 化学 分 折 で よく 使う Witt の 吸引 濾過 装置 を 利用 し て , 空隙 に リ ゴ ラ ラク を 
し み 込ま せる こ と が 必要 で ある 。 

(i 老 】 (1) 試料 を り ゴ ラッ ク で 和 封 ずる 場合 , 塩化 ビニ = ニー ル の 人 徐 を 使っ て も 良い が , 
無い と き は , あり 合せ の 紙 で 作っ た も の で 充分 で ある 。 紙 と 板硝子 の 隙間 か ら リ ゴ ラ ッ 7 
が 洩れ る こと が ある が , 別に 支障 は な い 。 (2) VIF ク に 重合 用 促進 章 ( ナ フ テ ン 酸 
コバ ルト 溶液 ) を 多く 加え る と , 着色 する の で 注意 を 要する 。 生 者 は 加え な いで 使用 し て 
いる 。 加え な いと き は 固 結 に 時 間 が か か る が , SOL Xk air bath 中 で 少し 加 温 する と 
GSM CHET So (3) 固 結 し た リ ゴ ラ 、 ふ ク の 屈折 率 は 1.54, CBS Cis, 3 


の 接着 剤 で 封入 じ た と さき と 大 差 な い 。 ,(4) ご の 方 法 で 一 番 注 意 す べき 点 は , リコ ラリ 


と レー クサ イド セメント と の 接着 力 が 弱い こと で , この た め に は 寿 じ 込む 試料 の 量 を 多く 
LT, AFA TFAIMV—-T7V4 Fey pCHETZRBOMERSRCSLC FALL 
Wo こう する と よさ く 接 着 し て , 研 魔 の 途中 で は が れる こと は な い 。 まな た 試料 が 少量 の と き 
は ガラ ス 粉 な ど を 加え る 。 


* 秋田 大 学 鉱山 学部 地下 資源 開発 研究 所 
1) 今井 秀喜 ; 鉱山 地質 ) 4, 12, 1954. 
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投稿 規定 投稿 者 は 次 の 点 に 注意 し て 下さ い 。 
1. 論文 は 和文 と し , 原稿 用 紙 に 横 書 , 常用 漢字 を 用 い , 図 及 び 表 を 含め て 刷 上 り 108 
(9 ポイ ント 活字 で ) 以 内 と する 。 

2. 図 は 白紙 又は 青色 印刷 の 方 眼 紙 に 野 叉 は 黒色 イン ク で 大 きく 書き , 1/2 Riz 1/3 % 
ど に 縮図 する に 適する よう に 文字 ゃ 記号 を 大 きく 書く こと 。 図 の 数 は 出来 る だ け 少 きず お 
の と る 

3. 引用 文献 は 脚注 と し て 頁 毎 に その 下 に 附 記 する こと ( 著 考 , 掲載 誌 は 単行 書名 , & 
頁 , 年 )。 

英文 要約 を 附 す る 場合 に は 完全 な 英文 と し , 之 を タイ プラ イト する こ 

5. 別刷 り は 部 数 を 原稿 に 指示 する こと 。 伯 し 費 用 は 著者 の 自 弁 ee 

6. 投稿 論文 は 受 附け 順に 印刷 する が , 本 誌 の 発行 TOMA CHhSA, な る べく 内 容 に 種々 
の も の を 人 れ た い の で , 必ず し も ゃ この 順に 依 ち な い BERS 
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